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A 次 
i RE ee HRB 
WS ek Hi PEAR J& UK ABE TT 
JES He ay Olle kU X MHZ 1% 
の 測定 の 伸縮 
N 線 フ イル ム の 伸縮 に ょ る BMPR HD (ee IP 
So ents es 
# 言 


11) 17 RSE AEB = OS I IE TEA EE > GC (CEMENT He LNT HEL Fe 
WEAR CHEM IC PO HB DSPES So WR CUREID AR at IC PEL, ite 
(LT HLE A BEN Pee BURA IC FEIL BBE T ZT LIA ERO AK (T.T.)” 
が 既に 記 逃 し た 所 で ある 。 

ASSLT dk TLE LONG F BIC HET iM TS OCH SBWBSIED G5 —1C 
EEX VISE 5, 


1) PARE: MRA BR LMI MET ; HR, 22, 6~9, 昭 14. 


% 130( 2) eS #156 


BARRE A 

EBM AMD HO A (T.T,) (ic FOTME S M7 BOBS 
H2,Eb np =1.887 CloHin SAMS And 分子 を 多量 に 含有 し 共 
Sita een eer (andradite, n=1.895) に 近い る も の で は ある が 其 屈 折 奉 
に 於 て 小数 踊 以 下 三 位 で 8 叶 位 低 ほ (から 他 の 成分 を 混 じ て 居る こと と が 知 
られ る 。 忠 津川 産 の も の (N=1.890) に 上 比 す れ ば 小 敷 踊 以 下 三 位 で 3 低く 
IMB ATEEO % @ (n 三 1.887) と 比 す れ ば 同位 で , iV RA PRL HE (n= 1.884) 
TOS SAA MEU E (== 1.826~1.834) と 比 す れ ば 佑 れ より も 高い の で ある 。 

Was (n) BA TAM (ao) も And 分 子 は 他 の 成分 分 子 に 比 し て = Bas 
RR 値 に 大 な る 誤差 が な けれ ば , 
re ay は 中 津川 産 同 足 物 の ay に 上 比 し て 例 へ 供 か で も 小 


で あ BC Z ALL AGILE TR ccs CLOCEHET 4. 
AMEDTCRIL GIT & S Barbed ZILGSIAIC SL SAETH Bo 


a, OME a の 測定 方 法 は 前 回 の 報告 り に 記 逃 し た も の と 同様 で 粉末 法 
CHS, HE LOREE SC TSB 三 つ の ヵ カメ > メラ を 同時 に 用 ひな だ ご と 

% 前 同様 で , X 線 も IRD EET EEA id BOLO CH Ze 

CAILHESHODA RAPS Te Ay の 値 は 第 意表 の 様 で あ る 。 


第 = 表 


| ag ARIE Mh 7 4 2 a 
ieee Non) sce 12.0454 現像 は 14 年 7 月 及 8 月 , 
27 の 測定 な 15 年 1 月 26 日 
カカ メラ NO. 4 seoereees 12.048 HRA? te ; 
カメ ラ NOS ee 12.042 現像 は 14 年 12 月 16 日, 


27 の 測定 は 15 年 2 月 3 日 
mR 均 fifi 12.045 . 


CODES EIA AD ay (12.045) と 比 す る と 僅か で も 小 で あ 


1) ERIE, EERO ARR: BSE X Be 7 OFMICHS SHOR; 岩 
HE, 23, 1~18, 昭 15. 
HAE LG, FP BER ARE— 2 RAG, Rak RUC ATE Hi AD (ER 
分 と 物理 性 と の 開 係 及び 格子 恒 敷 の 青 検討 ; BH, 28, 51~65, 昭 15. 


第 


ASS 


| 


Je EAL THR 


fa D BA ae 


AL 


1 D HA yf 


Ee 
pe 


xD 


5 


Pe RN ai 


ZBNALHEBLITOIC SHS FINCH SB. 既刊 riDIC H it S7od < RE 
の 富 験 方 法 で は ag OBOE IMC +1 DEORE mT ST LIE 
困難 で ある か ら こ と これ 丈 け の 値 を 得 た と と LEAR HICH つた と 言 は ね 
Se ee oe oe eels の 測 
定 方 法 で 得 た 値 よ り 比 較 に 用 ひる 精度 が 低い と 言 は ね ば な ら ぬ 。 換言 す 
ME a。 の 測定 値 よ り n の 測定 億 の 方 が 精 し く 栃 橋 右 の 差異 を 知る と と が 
出来 る 。 

X 線 フ イル ム の 伸縮 た よる a, OME X 線 カメ ラ の 恒 敷 に 将 す る 再 吟 味 
と 題する 前 報告 に 於 て カヌ ぇ ラ の 補正 曲線 を 得 て 石 英 の ag 及び cy を 検討 
し た 所 極め て 満足 な る 結果 を 得 た と と を 逃 べ た 。 と の 場合 に は 補正 曲線 
を 求め た フイ ルム る も 石英 の フィル ム る も 其 乾 燥 時 間 を 同一 に 保つ た か ら 即 
ち フ イル ム の 現像 後 24 等 間 を 総 過 し た も の に 就 い て X 線 反射 線 間 の 距離 
eUWWSELICBIC 7 4 A OWEBRIC LS Weta IE [A] — HR BE CH O7eq. HICH 
足 な る 結果 を 得 た の で ある 。 SAREKARMAO7 An Al —K 
置 し て 後 27 の 測定 を 行 ひ 補正 曲線 は 従来 の も の 印 ち 24 時 間 乾 燥 の も の 
を 用 ひ て 算出 し た 所 第 武 表 の 如き 結果 を 得 た 。 


第 Rt 表 
ay ARIE MAR 7 4 A 
DN On linea ore 12.083A %BWRit 144E7 ARUBA, 
21 Dp it SURO 4 A 
DR? TNO W A) Ate saciee 12.092 MRRAZ 4 A 
x > No, 5 wreerrees 12.079 現像 は 14 年 12 月 16 日 


27 の 測定 は 14 年 12 月 23 日 
7 yf 12.085 


こと の 億 は Stockwell Bit Fleischer oAhACH ERG (andradite) ffi 
12.040A weit 12.045A icLkLL THATCH S, CHICKREMLAER 
BRD 21 を フィ ルム の 現像 後 270 A ERG LZ b DICH CHD GE L Pe fie 
BURR 24 WGI] b> LISMBPOPeG LE Be, BM 7 4 rv 2 BOAT 


1) he, rA RUA: BHR, 23, 18, a 15 
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縮 し て 居る と と が 知ら れ な 。 
STAI HY BR WO CEE RONERE CORY HO 27 師 ち 現像 し て 7 日 後 測 
定 の 27 を 補正 し て a。 SEM Le) NPBROGAR E1372 


第 = 表 
ay 補正 曲線 フイ ルム 
#27 No. 1 -----... 12.040A RIE 14467 HAUSA, 
21 の 測定 な 15 年 1 月 26 日 
の NO 12.044 HR HD 7 Pedi sx 
Bp ee NiO, Oe 12.035 現像 は 14 年 12 月 16 日 , 


ーー 27 の 測定 は 14 年 12 月 23 日 
7 Ly fh 12.039 


猫 本 本 和樹 右 現像 後 47 ERG TC 20 を 測定 し 上 記 新 補正 曲線 を 
Tay を 算出 し た も の が 第 憲 素 に 興 へ た も の で a の 平均 値 は rere で 
ある 。 

以上 の 計算 倍 か ら 見 る と フイ ルム を 7 日 間 放 置 す れ ば ば 大路 其 政 縮 は 完 
ぎす る ee な い 。 47 Hite L7e § OL LEHI SL. ay ey 
0.006A 488% FINS, PRL BURE dic ee 21 を 測定 し た 補正 


me 


膨 線 と 完 > : 燥 の フイ ルム より 得 た 新 補 正 曲 線 を 用 ひび ひ て a。 を 算 用 する と 
0.04A fEOZEX EFS, (AL PN OAe X HEF 4 WIAA NERS 


Bey rev Se 

LIE 7 4 A BYRRO AAD HA FEAST MLAIHIT ELD EM 
び 員 房 の 有無 等 も 考慮 すべ き 條 件 の 主 な る も の で あら う 。 BOB 
ECL BIC SBIR ET STCERBDH う 。 

SHE RHA 

ERROCSHER AIHA LIES S RSE DO 3~15m 
WEALC Az IB RRS IC HE THN TST EATS BER CH Z. FEN 
(Cts SR RL (Sal) JEM TARA —O OR MDE SB 
の を 測定 する と 1.770 か ら 1.782 の 間 に 毅 化す る 。 

の 測定 及び X 線 フ イル ム の 伸 編 a。 は 前 同様 に 測定 し た 所 第 四 表 の 様 

な 結果 を 得 た 
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第 表 


ay ARIE HBR 7 4 4 
Nt oA 現像 は 14 年 7 ARES A, 
NO 11.882A 27 の 測定 は 15 年 1 月 26 日 
Hx? No. 4 ーー 11.885 WRB 7 A We 2s 
So ENB ree 11.877 現像 は 14 46 12 月 13 日 , 
eran oY «tomer 15225 
a Py Ae 11.881 
ge 2, (ALTE HH LL CASE @ 7 4 1 2 BIR AKO 日 で 測定 し た 20 


か ら a を 覧 出 し た も の は 第 五 表 の 様 で 値 が 大 きす ぎる 
第 五 表 


ay 補正 曲線 フイ ルム 
NC 920A 現像 ほ 14 年 7 月 及び 8 月 , 
He Noo 1 11.92 27 の 測定 は 現像 の 裕 日 
カメ ラ NO. 4 ーー…ー 11.917 MBB 4 7 a 
DHF NO. ee 11.912 現像 は 1446212 月 138, 


eS an elen eae BI 23 晶 
a 均 ft 11.916 


LGMIEM PLD 7 A AO 27 を 15 年 1 月 26 日 (現像 後 約 170 日 ) に 更 
に 測定 し 共 結 果 よ り 新 補正 曲線 を 4 CC 27 を 14 年 12 月 283 日 
(現像 後 10 日) に 測定 し た 値 よ り ay を 算出 する と 第 六 表 の 様 で ある 。 


第 nm 表 
ag AE HAR 7 4 1 
we Now lee 11.8764 現像 は 14 年 7 月 及び 8 月 , 
NO 6A 27 の 測定 は 15 年 1 月 26 B 
カメ ラ NO. 4 evceseeee 11.879 PAT ANA 
HRP No. 5 eseeeess 11.874 現像 は 144612 月 13 日 , 


27 の 測定 は 14 年 12 月 23 日 
Rm 均 値 11.876 


今 第 六 表 の 値 を 第 五 表 の 値 と を 比較 する と 0.04A OFHS, TOR 
EE MBHOU ALI EMPL CH S (PARLE HERO Iti), Hic X 
線 フ イル ム の 履 縮 は 雨 者 殆ど 同様 で ある る と 言 は れる 。 

雨 柄 祝 石 の 化 皇 成分 

Re bauer: a と n PH RE MORI Bagi! a 

ED. 


GEMBA D n [t 1.887 で ay は 12.045A CHS, TO ay は 純 And 
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分 子 の a と 同値 で , n は 純 And 分 子 ょ より 0.008 丈 け 小 で あ So THE 
PR ROATIM LGC PES PAKIT ay OEE HE bw WEA DS ET SICH 
So AN PIANC HS TAM FS ic 8 Ofililt 4 EE Lo re 27> HG EL IS 
ORES TH 26 AMO n は 純 And 分 子 の n より 小 で ある と 決 宇 し て 
よい , 印 ち 純 And 分 子 に 他 の 成分 を 少量 混 じ た も の で ある 。 

And 分 子 と 最も 普通 に 混 品 を 形成 する は Gr 分 子 で ある と と は 妃 に 
Ford の 研究 で 明 か で ある 。 産 欺 か ら 推 洗 す る も Gr 分 子 が 最も A BIC A 
SBN WC ASE OD PARP F-ck Gr 分 子 が 大 部 分 を Ht Soler 
られ る 。5Sp BLO (FE % ING ADMSIC Mn を 溢 法 で 定性 分 析 を 行 つ た 所 
VOD se ee RE W 76 D-CARS} F- 


Alm = h.8 30 
Cee IM 


Oe= 11-95 


ie Wey ce ae ae *, n= 1,895 
G=3,530 ° ee a? 
Se Ag On S02 OES 


08 
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(KBIc BM PTET St LIS WIC AW IC ULL 13S ears Alm &uU Py 
信子 で ある 。 PEMEORIB—MD SW TBAT S EB, EF Alm 
の み 混 入 す る と 余 等 の 作れ る 第 参 彫 の 正三 角形 座標 り より 三成 分 の 混 比 を 
見 出し 得る 。 然 し 前 に も 記 L7c#KIT Ag OiNNse DEIR DRRZEO HE El 肉 で は 
あぁ ある が 少し く 大 に 過ぎ た , 敢 に 12.045A oft pic 12.03 と 推定 する と 三 
成分 の 混 比 は 次 の 様 で ある 。 


p n=t.705 
J B= 32540 


Os =hioA0 Oe e045 


1) JESS IGRERSIZ AT HO = wee And-Gr-Alm 或 は And-Gr-Py © {bn 
L LTE AE RITE, BPTI RULE LOM RERLELDTH SB, be Ve fea 
Ca SENT BE ASL RG > BEIGE L RY ICEL 3 EO FEB AY 8S Jena 
CHOLLOCHS, COMHMOIMME RT HMT OME A n, G 及び ag ISTIC 
へ た も の で ある 。 


R163 ft 5 補い a 本 18?(9 ) 


And i 96 9 Gries 3 Alm --.--- Ine 
Ail Py OATES SEF SLAM AG 
And «++e.- 96%, Gr a 3%, Py cesese eee 4 


で ある 。 何 私 に し て ゃ も And 分 子 は 約 96 %, Gr 分 子 は 約 3%, 他 の Alm 
Bur Py 4fitTrit 1% ANOLOCHS, 

(em gn は 1.770~1.782 で a。 は 11.881A CH2, PL OM 
き n と ao。 の 値 を 有する 柄 樹 は Gr 分 子 を 主 成分 と し And 4542 AE 
量 混 し じ し た も の で ある こと と は Stockwell の 作 園 つう から 呈 か で ある 。 こ の 柄 
FAA HNIC Sp 分 子 の 存在 を 前 同様 漢 法 で 格 し た 所 MnO と し て 0.5 wt % 
以下 と 認め ちら れれ る の で Sp 分 子 は 痕跡 天 け 存在 する と 言 は れる 。 故 に 他 に 
混 ず べき 成分 は Alm RU Py CHS, 今 と れ ら の 各々 が 別々 に 混 ず る 場 
BEBAPBIA AO FSWT S DULLES RD SEKOUCH 3. 


WTA ‘sercesetenee og WM And  eccceesecves 2G A 
Ee os a ee aisies 73 6 或 は CC ) %k 
A Noe ee eS es Py ete aes ceevesccs 4% 


MLL Tae fla kD ELE SLMS IC ASH @ ICEL Cid 1.776 

OF L fli, ag CHL TIE 11.881A を 用 ひな た 。 

Axe ME PACHL HY LeveL 0 n 及び ay を 算出 し て 見 る と Alm の 
RE SEBS n=1.778, a 一 11.879A で , Py の みな を 含む 場合 は n= 
1.775, ap=11.877A CHB. WICC MBO FE EOE MLE THUEK 
Sib 5 eM, WUD 


ne «ac ssores 25 on (En vejece Ph Oa Py+ Alm senivsie oF 
ia 括 


1 LTS WE NRE COPE MPTZBIL 1.887, a。 は 12.045A CHS, 
2 [PURER (4 FA Oe oe AAld 1.770~1.782, ap=11.881A で 
ある ce 


1) ah C.H.: An X-ray study of the Garnet Group; Am. Min., 12, 
B37, LOZ 
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3 Seo ere X ML 41 4 [IIIS UID ALIA, B EHO 
縮 を 終る が まだ 完了 で は な い 


CZ OPHIAS aq Dill LIC MVE SHB ts 
隊 だ 8 
4 WGRRE TIO (LSID & MANS OG Te 用 ひ 作 周 か ら 見 出 
た 。 ENS 
Wek COREG 


= 3%, -Alm-} Py 


Alm-+ Py 
EN wip 


vere 3% 


MERA CILIC Ca & RL LAR 
を 示す も の で ある 。 


FIVE AR EN RY Ay, 後 者 は 竣 女 
石 に 接し て 形成 され な た 種類 た る 
5 Wai IC Bi S 


HSL IC LSA HTS. CAakRAtS 
DIMAO AIC HAIR AT SLORS CER DED SA 


3 LCA め 共 原因 を も 知り た いと 


3 余 等 は 更に WE 
L 訟 の 正 非 を 究 思う A> o 


ATER ICEL RRA の ER 日 7 “apt 


eee es 
CHS, Uebel SUF wee 


正 28 
ARS 22 ESS 1; De os 


第 8S LAYER E FS 23 WS GS 2 HES 58 ITS 22 O RR 
D tig LSS IC BE LORDS H SP bAROKR IC AIEF 3, 
Gr And Alm Py Sp 
FR ーー… 10.9 3.9 68.1 13.0 4.1 
Te scsseesesees 856 6.4 6 13:2 


4.1 
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SN RAE SADE OSARREKT 
ANIL ESRURRHS CRT 


PUB: joy} Si 
A ee ee ee 
Fe = 


昭和 11 年 筆者 の 一 人 KK.K. (SERRA) Uh, 四 國 地方 を 族 行 の 際 , FINS 
rT BAMA UEIC REST SZ BMO BIR BAT SHES E Be. EO -TO 
Be ARTE BIG & A OTR TO, TEE FR PRC AB & Po FEM, 
WAHAB ORAHAANV DAP HEABREMREON, EM 
後 佐藤 源 郎 皿 土 り の 調査 に 係る 七 高 五 千 分 一 の 高松 賠 幅 を 見 な た る に , 白島 
附近 に は 多 敷 の 岩 脈 が 存在 し , その 中 に スペ ッ ツ サ ル 下 岩 も 見 られ る 事 は 茎 
ICidhet BUT Pte. PRL ANY VA FAREED [LO a I a P(E 
分 は 未だ 明か で な か つた の で 筆者 の 一 人 Y.K. (LE O(E BSD AH & TEFL 
投 指 導 の 下行 つた 。 ICT MN Sas a IRORE MAK RE O op AGE % DB 明か 
に すべ くさく; 筆者 等 夫人 は 之 が 調査 を 命ぜ せら れ , 昭和 13 年 1 月 雨 人 は 協力 し 
て 約 一 週間 と の 地域 の 踏査 を 行 つ た 。 野 外 調 査 の 結果 スペ ツ サル bel 
HRBER LIC AUC Ca (dyke swarm) を 形成 し て ね る 事 が 明 
が な つた る 

昭和 7 AFB) は 音波 議 座 の 紙上 に 於 て スコ ツ ト ラ ンド Ardnan- 
murchan 及び Mull BOB MeAE (cone sheets) 2 Taka Hk (ring dykes) 
に 開 す る 記載 を 紹介 せら れ , REAAIRO SEIS a BIC IR eae 火山 
各 と の 成因 的 開 係 及び 岩 葉 分 化 作用 等 を 知る に 必要 な る べき を 訟 か れ , 本 


1) 佐藤 源 郎 , 高 松 地 質 廃 明 書 , 七 高 五 千 分 ノ 一 , 昭 和 11 年 . 
2) iirERABGTNG , SHOE REVS, DUG OH ME, 別項 , 昭和 7 年 . 
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FB CHSC LES R BORER IRAE ee Ik Bled TH as, 僅 
DICZEBOES LO WMLETILEO WER LE ¢ alk, HP AON 
SBR ZEW E, ILIUIN@D Fv, BRIBES BID Se atk ea a < PAL TT IRE 2 SF 
BNtAZ. MAICTOHOM RICK), DRA CAD SDS, DEAR 
fj WARE IC HBR SZ MAURER ELL 7c BIL MS ZBL AOTS 
DH, THAAD AA BNIC LLRRDSADLEBODNADTCHY 
CZ OPRROTA BER & id L CEBOMLES HOCK CH ZB 

AGE BES ZICH D BARD Be & BAN BL ORS be BI AR BG Te S GF 
eT iE AICIRBOBR EKITS, 叉 踏査 に 際 し 種々 御 便 宜 を 興 へ 
られ た る 徳島 高 工 , 大 森 綱 -- 教 授 に も 厚く 感謝 する 次 第 で ある 。 

地 a 

76 SS PURI LS OA NEOR BRODER BICBOTCHE fg HH 

DRC ZMILTHS, ARES ART FOG) yt Et LOT ORE 
it) AIO — PLB ER ak OTe り 邊 島 其 を な し 瀬戸 内 海 へ 突出 し て の 
%, TCOPEMO MRL 10 FEA CS つて 標高 は 最高 187 KICT 
Bo 

泉 砂岩 然し この 邊 島 其 の 南部 即ち 略 城山 と 角山 を 結ぶ 線 を 境 と し , 
それ よ eee Ube BEALL GILIVC A S RWB BE L, Tea IAS 
砂岩 に ょ り 不 整合 に 被覆 せら れ て ゐる 。 泉 砂岩 の 城山 附近 で の 走向 は N 
50° E (gt E ic 60° の 所 と 走向 N 75°E 傾斜 EE に 42° の 所 が あつ た 。 

eM Be MPLS OLS SRR TOR BAM LE OSINETHO 
Ai IC ED REARS LOC, BLABMICKED, 調査 に より 敷 へ 得 
た も の の み で る も 四 百 敷 十 に 達し て ね る 。 RACES?’ WRRMICKRLEE 
IH LPG RSTBIT I} SIT FEO K IC SOW eMC TOS. AAMILI—HL 
な た 方 向 を 有 し , KB N 40° WD FEN LAL, FBR lk 58° で あぁ つ 


1) COME CAMO Alle 104 回 測定 し て 見 を た が 其 下 均 は 39.7° で あぁ っ た 。 
2) AMOR 112 回 測定 し た 平均 値 は 57.6° で あつ と た 。 
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THEN BIRCH CHR L To Bo PHIRI BONS Beas te aC, 時 
(CHE FERC BT RIE LC 2 ZOMBY DILSMAMD BD, - Ae IRD 
MIC TATICHE WENCH SZ, AIT M1 RMB EZ bol 
Lex es 

答 脈 群 は 其 分 布 か ら 西 北部 な る 小松 原 北方 御 島 地域 , ope ee be Keay 
部 な る 女郎 ES SUES PET % 三 群 に 分 つ 事 が 出來 る 。 そ の 中 ASAi leo 
BCG BEL AB 0D FERRE % BEAN IC BUS LT ANZ L Gs Hy > of tea IC Ep et k 
り な る 一 つの 突出 部 が あり , TIL VALICH MT BIRO N30~ 
40°W を 示し , 突 出 部 より 南東 部 の も の は N40~65°W の 走向 を 有 し 。 
呈 者 の 中 間 山 中 の も の は その 中 位 の 走向 を 有 し , SKE MAT UES AN 
次 を 形成 する や うに 見 を, 中心 を 海底 に 有する 周 鑑 岩 床 (cone sheet) ゥ 一 
TB RT ASUS LE AS SOS, と れ 等 岩 脈 の 外側 印 ち 西北 及び 西南 に 井出 
FT OBO ARIS ASHE EO JLPHICIMOT WM AE FFIC HED ANT し な い 
の で , HAMODD ASAE KT LOLMTSILSONR MMCH 2, H 
Wi arth TE ih Aric SEL CS < ULI D7), BIRO eZ MBILAS 
FEM KL TOS. COMAASH MH MICOA =MKBHSND, WL 
ATUR ILA CBE LAS (PGF CI KG DRL CH STL ASME OMS 
目立つ 。 
女郎 鳥 附近 は 上 記 中 部 地域 の 岩 脈 と 略 同 一 方 向 の も の が 多い が , Lo 
も の は 著しく 媒 な つた 方 向 を 有する も の が ある 。 小松 原 北 方 御 島 地域 の 
岩 脈 も 一 部 分 は 中 部 地域 と は 異な れる 走向 を 有 し て ゐる 。 こ と れれ 筆 講 岩 脈 
の 排列 其 態 を 彫 示 し た も の は 第 吉 園 で あぁ る 。 

岩 脈 岩 の 種類 AIL AA BNC MAK SAN YON PBR OVO 
EEA ATs SRG RRO MMO A AICARLBS NS. ANY HR 
b ARR Alt AIR CRB O OLAX ARBRE TO LOLD dD, 
EB ILE L ¢ MEL CRORE ROT DS. BRAD 4 Olt/ AL 
FOP WH (PBI) ROA GEM EIC [LSS OACH SB, 
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\ ANT +HILI4 | BAK 


FE me ED Sil Y 


of} SUA 


FES AMY ky 引田 町 問 の 地質 岡 FTIR? SP Ap AR RE & HR 
ay 7IN ce 


粗 粒 竹 品質 の も OVE SUE FEM IT ATL TZ, BORE WE I Rk gy Fe 
AND DIN Ft RED Ft IC HEL, COMARICHRIN TD 3 Wee Ik MICH ¢ 


S REIT 
AAV LERBECHOT LC BULICIIRN, UR RIC ぇ ペッ VL RAED DL 


る 
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WRN CH So MRBEIC BRAC £ DRM OM O b OFF 7EL, BH 
EEL Hi Mata El LSD SAS, 一 般 に 母 岩 に 接する 冷却 (chilled mar- 
gin) ABER C hd 3. 

複 成 岩 須 (composite dykes) Db ALIA IC Ahh LIC IIL TBS 
が , FIO AMALOMO AIZRICWS LORIE BHENKY, KR 
We WIC IS CHEMIST ASO I PAPSBEALL, 4 @ WIC -PFIC Mic x 
RHO REA 2 BURIAL BAL, 此 等 の 噴出 期 の 新 殴 開 係 を 窯 ふ 事 が 
HAR So the WAGEIC HL ALS DIL MARITACH AE fe WE RIC i HE SOO 
で 岩 脈 の 幅 約 4 米 で あぁ る (FBls), BRICK AIK , MALAIOS the 
 CHARE CH SDS, 精細 に 閣 穴 する と 爾 岩 種 の 間 に 燈 融 が FF EAL CRE 
の スペ ッ サ ルト 府 に 接する 部 分 が 著しく 黒色 化し て な る の が 認 み ふら れる 。 
Bailey 及び Richey” の 定義 に 従 へ ば “composite dyke” CHS, 
“composite dyke” 中 に 於 ける 燃 融 現 祭 に 就 い て は 他 日 研究 の 和光 定 で あ 


る 


SRRARSRRUWS LW bihMiO AMO CALS et BIC ¢ HE 
> ih PY BASE RE [a 27) ae HY oS) IE 方 .500 AOU IC BS. TE 
hele HICH 10 Kola CAIRARICH TO SD, CORE OLMIS BLE 
ARO WN < WARE CIS, JAPA IS IB AE BBE SEERA CH 
OT, WU BIIEI A 6 AA a RO EK SEIT PAE SOO LAS A 
FD LOCHCHN LOLS SMR & tk BEIT I BRO BO LN 
られ る 。 
375 O MARAVHE UIC BA aA 

EMA 肉眼 的 白色 中 炉 完 卓 質 で あつ て , ZERIT SL ERAEL 
て 石英 , 加 早 長 石 , PRAKOBER, MRE LCRA, 風 信子 礁 を 含 
有 有 し て ゐる 。 加 時 長石 中 に は ペル ト 樺 造 及び 徴 狼 長石 構造 が 認め ちら れる 。 


1) E. B. Bailey and J. E. Richey, Memoirs of the Geological Survey Soct- 
land, p. 356, 1924. 
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BEA IC IA are eA TS LOMSS~ 

スペ ツ サ ルト 岩 スペ ッ サ ルト 岩 に は 肉眼 的 に 悪 黒 色 綴 密 質 の も の と と 
LE DAMME EO LOLS DT, 竹 品質 の も の は 著しく 風化 し て ゐ 
ろ 事 は 前 に 逃 べ た 。 ARNO LOEB CRT SL WMON (BRA, 
角 関 石 及び 墨 雲 母 よ りな る 汎 自 形 粒状 構造 (panidiomorph granular 
structure) の 石 某 中 に 極め て 少量 の 終 長 石 斑 卓 及び 微 上 便 の 集合 に よ ょ り 斑 
卓 駄 を 時 する 角 関 石 が 存在 し て ゐる 。 石 基 の 妊 長 石 % は 低 唱 の 認め られ る 
WEKO LOC, FABIO Pelee LO DRE LIC BRET SAS, POEM 
(SERBS, BERISHA X BREE SEO SANK MH D BH 5 AL 
StOWSS, SEED LEA, REI MOPA b TFIEL T So K 
PAPE ORD ROURE EL DAG ANY HL PRERBSRNELOTHS 
が , WEL DRTEEL, FY bP BICHILT SAAS. 

PQHRAYIC Fy % FRE Ot Oe tas Chl S & souk AB HK Re TH 
OT, Bent > CHRALEGALTAS. BECMWFT KARA, AA, 
BER ROM OME IK ORS, eRIC DARE BORAXCBAAL,7TO% 
の は 角 関 石 に 移 化し て ゐる 。 石 藻 の 構造 は 前 の 弧 密 質 の も の に K 類 似 し て 
HOD, その 結 品 度 は 生々 粗 で ある 。 

RRs AIVWICKARe ALB Hi oe RELL, 長石 及び 角 
NA OREO ARRNIICHO NSLOBHS. (EMBL OBA ISH 
TRE ZAEL, HL RU RBALC EL, BALE NAZTERBSU., KA 
DOD ERT S & SHADE HEE e tL, Beh t LCE RHE), 時 
雲母 及び 角 了 関 石 が 存在 する が その 量 は 岩 用 しょ より 異な つて ゐる 。 石 若 は 
殆 ん ど 石 英 と 加里 長石 の 共生 より な り 少 量 の 黒雲 母 を 混 へ ~ て ゐる 。 石英 


1) ARBLKENCARB RA BBS EBL, 一 結晶 た て 8=1.540(16% An) 
より y' 三 1.551(29%An) OPCS (LF SRBRACHS (MEN) 

2) 大森 串 十 た 従 へ ば B=1.562 に て 60%An の 草 放 長石 で ある (SME), 

3) KARPBEIKBRENELY LC BARRIS BPS Od Hihhicms normal OF HO 
中 央 部 は B=1.556 で 47% An の 中 性 長石 で ある (MEME), 
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ear RS ae Bu : Ns , — oe 
AG hii BIC AST Lb HODEAR Z IRRER TT, 
Bass Cie SS ASD pe 


a 


BS fo stimAhic~S 777 ) BRPEAL Bic totic eM 
Bie 2 PEA 2 % pai} “composite dykes’’ ASS 5 
G tiie S zSven pH Cp 2 Rp 
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第 四 MB ANPP A HOHE k= a > ゞ 60 
PREAH A AIA 


第 HB RMD Hh 
P Fe Ape «GI ¢;a% 2 yy eye 


I 


交叉 = コル x40 
fi Pk ac Be RENE 
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と 加里 長石 は 徴 文人 旬 構 造 (micrographic intergrowth) を な し , FEI GRE 
ORR ABER tL L CRC IKIC REL, OK RE BL CHS (PAA 
Bie). CORRIAEICHRO— KA Y.K. ASHE LRH ORB AAO 
HE ICH THIS. BBAAYERKO LOWS. 

SRRBRSSR WS ANRAVICAKA BENE RL, ZPRRIT BL 
FumvAayr AY TERED BEC RRA, BER: MO Pe AO Beh aE Ee 
LTS. MRE CHKAE BAL TIS. FAN A MU SRE A Id 
極め て 少量 存在 し , Soa RICLBERONE EAL TCA SLODS 
Do PARMA Ie BLA SU ABLELOAS, 光 塁 異常 は 認め ちら れ な い 。 
AGE PIC Me UCHR LAT SRLORDS, TABL IcH—etv0z 
JERSE T 1.811 CHS. PAE IC MELE A EREE WEE as B we IC 
存 存 する 。 

i Bw He 

SEAM Ee FTO7e & OUT DHWBLIC HR ¢ PEE S ASE BEE fd a 
OZER BHA AS TP PA RURRIEAD SET, (6 pT OH 
[LPBROM CHG. 

SSaetRs vi WIFILGERORUEE ANY OD PAIK OAT OM 
VEIC THE SLO CES ICT ORMGINER KH ESO OL A 
ELC BBs, PATELLA SHO MN < , RDC PH Te SB SEITE beg Pay 
CH. 

スペ ツ サ ルト 岩 (CL BGPTIC AL Fe RSA CHE 2 UTE IT IE T 
控 集 し た も の で 前 に 検 鏡 し た も の と 同一 試料 で ある 。 IM HH RILHER 
Dil CHS, KICT OMe 更に 他 産 地 の ス ペッ サル ト 岩 と 比較 し て み 
や う 。 BRC LOTS YBCO ANY AA b BOL BME #9 30 
種 で る る が , SiO, は 47~58% OMOSMLT AL, PhaLic 42% の 如き 


1) par EPRERM, FE MRP A, 9 20 4S, HE 1 BE, SS 2 HE, A 13:48. 
2) ne PUNE, AARP, 9 22 48, 98 1 BE, WAN 14 年 , 
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Ss FSF R&R も の も ある 。 
ay i | 1 AN 
eH 2 ae RB P. Niggli Ke P.T. 
a Beger) O44 @ (tb & 
SiO, 73.59 50.93 73.48 ; j 
Al,O, 13.26 16.65 13.95 KAY D WLI OF tc hit 
Fe,O, 1.46 2.73 1.53 aut, al, alk, fm xX 
FeO 085 | 680 | 0.58 a heer ede 
MgO 0.24 6.65 0.12 UF c の 四 成 分 を 正四 
CaO 1.81 8.45 2.03 i 
の 頂 早 zo, al— 
Na,O 3.43 2.31 3.39 HAUSE TEURAIC HK D , 
K,O 3.38 0.71 3.75 alk 7 = KS IC BIL 
H,O+ iA 2.39 0.81 wae. 10 
H,0— 0.82 1.04 0.52 /tm の 比 を 10k 分 ち 
TiO, 0.15 1.35 0.14 Ba otal 
P,O 0.05 0.39 0-05 
2-5 
MnO 0.02 0.22 0.02 Hdore Dik % Mo, 
ee ーー 既知 スペ マツ サル ト 岩 の 
Total 100.17 99.62 | 100.37 
{CBR Ae RB TS 
uae gee と , Sila II に 落 つ 
Quartz 3 625 7.20 34.80 る も の 7 種 ,IV に 落っ 
Orthoclase | 20.02 3.89 22.24 43 ate 
Albite | 28.82 19.39 | 28.82 SD 16 FG, V icyKo 
Anorthite 8.90 33.08 10.01 ろ る も の 4 種 で ある 
Corundum 0.71 ri 0.61 23 —_ 
Diopside ate 5.19 ators 邦 産 の も の は 断面 IV 
Hypersthene 0.73 19.89 0.30 ICHKRB, WEN A NY + 
Magnctite | 2.09 3.94 1.39 
Hematite we ee 0.48 ルト 娠 の 最も 多 敷 の 種 
Ilmenite | 0.30 2.58 0.30 Sy 
Apatite | 0.93 類 に 属す る 。 こ と れ を 他 
or : ath ke 
1. 3,2,3. {11 5, 4,3.| 1, 3,2,3. 


と 第 六 園 で 白島 産 は 135 BCR され alk の 少 い も の で ある 。 
IV に 局 し , 白鳥 産 岩 右 に 類似 する 他 の え スペ ッ サ テル 3 
BB CALL HARROW ( CH 


る ウフ ラル 産 岩 右 の 


a 7p S BAD} CHEE ASSET, 


CRIS 


SPAT AAS UE RHE UE FIC GS CHR 3 OCB 
も の と 同一 の も の で , ALB OR-RILG SKROM? CH, 


と 三角 座標 に 投影 す 
XL bt WE [eal 
b DY BE 7 (LB RSP 


特に CaO 及び MgO の 多 


j 記 松 鏡 せる 
表 に 見 る が 


1) P. Niggli und P. J. Beger, Gesteins- und Mineralprovinze n, Bd.I, 1920. 
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ASYM Y)p 
df 香川 上 Se ae Jackson- |Belknap Mt.*) Chanema =} 
pe Uh iy ree Wolmsdort. ville2), Lockes Hill, /River | 
ey 本 Oregon SA Ural, Russia | 
S10, 50.93 50.75 51 38 92.75 53.20 
Al,O3 16.65 16.63 17.15 14.96 10.74 | 
Fe,0, 2.73 0.61 eho 2.44 3.50 | 
FeO 6.80 8.17 6.54 7.03 4.68 
MgO 5.65 8.08 6.18 3.86 12.09 
CaO 8.45 6.93 9.24 6.76 10.88 
Na,O Peo 2.59 ae 4.95 2.43 
K,O 0.71 2.49 0.80 1.64 0.20 
H,O+ 2.39 2.62 1°57 0.55 1.72 | 
H,0— 1.04 wee 0.10 0.09 0.12 
TiO, 1.35 1.10 1.25 3.90 0.18 
P,O, 0.39 0.16 reat 0.76 0.03 
MnO 0.22 0.20 sae tr: 0.61 
CoO, fe ae ae 0.84 
Total 99.62 100.54 98.99 100.16 100.55 


WH & SCREAMED TC HEI AOEZNCHEWL TAS. FE he IT LE 
し アル ヵ カリ 特に KO ASHDICBVIGIE BR, ANY VN bRICHLT 
Ik3¥L C RPETH 2. AOL Be Mull B FEO 2c R BEAO MeSype 
比較 する た め に 第 参 表 を 掲げ た 。Mull Boole Al,O; 及び CaO が 
少く , (FeO+Fe,05) が 僅か に 多い が , AB ICH THLML TOS 
岩 脈 岩 六 入 機 橋 の 考察 岩 北 分 化 の 問題 
FUR ORE Ae SMES MD CHES 4 FICHE ST, 他 は 海中 に LTS 
追跡 し 得 な い が , HTML N 40° W の 走向 を 有 し 約 60° ABN 
(CAMAR LTS. MLC LAID ALU EIT HEC, We ED SMS 
ICHOKP ICH LEROTHS. ULEORB KL OHEBT SLC OAMEE 


1) P.J.Beger, Neues Jahrbuch fiir Min. Geol. u. Pal, B. B. 40, pp 583~ 
654, 1916. 

2) A.N. Winchell, Mineral Research Oregon, I (5), p. 141, 1914. 

3) L.V. Pirson and H. S. Washington, American Journal of Science 22, 1906. 

4) H. Backlund, Mem. Ac. Sci., St.P., 28, p, 24, 1912. 
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al 


af Be ili dg 
x 7¥45 9/73:132 
B35 69135 
IG. ey 
0) 
4 \ 
LSS IS 
UA —— = 043~067 


fm 
第 六 ARAVA PEO al—alk— = Rv (Bim TV) 
@ 135 は 白鳥 海 鞭 の スペ マツ サル ト 岩 で ある 。 
第 参 表 


ae 象 逆 央 | 
香川 上 |Craignurel)| Benmore 2)| Beinn — 3) | 
産 地 白鳥 海 明 | Bay, Mull | Lodge, Mull) Bheag, Mull 
SiO, 73.48 71.30 79.12 | “7982. | 
Al1,O, 13.95 11.23 12.44 12.25 
Fe,05 1.53 1.80 2.09 as a 
FeO 0.58 2.84 1.65 2.20 
MgO 0.12 0.61 . 0.14 0.11 
CaO 2.03 1.56 ~ 0.88 1.65 
BaO eae 0.07 ries 0.09 
Na,O 3.39 3.44 3.90 3.92 | 
K,O 3.75 4.66 4.67 2.34 | 
H,O+ 0.81 1.04 0.24 0.35 | 
H,O— 0.52 0.39 0.25 0.35 
TiO, 0.14 0.58 0.39 0.51 
PO; 0.05 0.22 0.09 0.10 
MnO 0.02 0.31 0.17 0.12 
CO, wa sla 0.05 0.06 
| Total 100.37 100.06 100.08 100.14 | 


1) E. B, Bailey, H. H. Thomas and others., Mem, Geol. Surv. Scot. p.20, 1924. 
2) ” 3) EE 
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ies L Fe aa HEU ILE ZEUS DS FIC REL TO SLBAGNS, CORME 
(LUSH ICEL T do S Bik BAMLIC HS TMB S SNA, PAE L.R. 
Wager 及び W. A. Deer? の 記載 し た 東部 グリ ー シ ラ ンド 海岸 の 岩 脈 群 
の 如く 構造 線 に 開 係 を 有する も の で ある か , Kilk W. H. Parson の 記載 
し た Wyoming 州 Sunlight area の 岩 脈 群 の 如き 一 つの 中 心 を 有 し , そ 
ALE DS IRIC TH L 7e BH aI (radial dykes) O—#B ASHE ILIL T 7 
る の で ある か , 或 は スコ ュ ッ トラ ンド 地質 調査 所 3 で 研究 され た 有名 な Mull 
KO Aa MRE OM & GER dE HK ar IO HE ARL TS BODMNG| 
後 の 精密 な る 野外 踏査 の 結果 に 待つ 外 は な ない が , IS SEO & HK —FE D 
AREAS SBE D, 全く 不 規則 性 の も の と は 考 へ られ な い 。 

RICAN YM bare LRG L OPH ig KPO & OPS a Wat LTH 
産 す る の は 何故 で あら うか ;, SUC BBLS. MMICL S tales 
EL CRB & LOH BLASTN b BLO RE a LTE 
つて 産出 する 例 は 多い が , KRPEBL ANYON PRLORET Spay 
いや う で ある 。 既に 逃 べ た composite dykes OM Hy IKHE Lv MET S 
と , この 場合 は 臨 基 性 な る スペ ッ ツ サ ルト 府 が 早期 で 酸性 な る 文 祭 斑 岩 の 噴 
出 が 後期 で ある 。 Bailey 及び Thomas に ょ れ ば Glen More MIB 
WROD FARA MEO BEHAIT HST BAR aE es EEO ED Hh HY > 7% “filter out”’ 
SH7EKOCHZLE MIL THS. TCOHYALWALSETHS<( A AH 
LVGMELCADEBASMSM, ANVVA be ALR, RR 
we “squeeze out” LR DEBASLNS, WHICH LETH SRILA 
YW bE ICROE IT LE L TPM, お そ を らく 地 下 に は 多量 ウス え ペ 
ッ サ ルト 岩 が 存在 し て ね な る で あら う 。 Wh EF er BEM IC HS CT his BE ICM 
る も の が , 再び 同一 地 隙 に 逃 入 し , 地表 近く ぐに 於 て composite dykes を 形 


1) L.R. Wager and W. A. Deer, Geological Magazine, 75, pp. 39~46, 1938. 

2) W.H. Parson, Journal of Geology, 47, pp. 1~26, 1939. 

3) E.B. Bailey, H. H. Thomas and others, Memoirs of the Geological Survey 
Scotland, 1924. 

4) E.B. Bailey, H. H. Thomas, op. cit. 
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BEL BAS [IC DAES TF ILALTe EWIDO b 3 (LUKE 0 

UIC PRE UR & We Be WOE LE & OBR CH OBS, 4 AON 
YOM AEH AD ME 2 BURL, TEMA OUTHY OIL R BE AMES LO TH Sd», BH 
IR HERA & IEAR WORM HAECH SIL Ch, PRL 16 hide 
と 文人 象 話 岩 の 化 艇 成分 が 殆 ん ど 等 し く 只 構造 の 差異 の みか で ある と 言 ふ 事 
は 興味 ある 問題 で あら う 。 

INET BIC 0 HS URES F A O7c mA IC Bia THRAT 2 o 


FIBROLBRERUR HICH Sime Ore eR) 


aE ith 津 wh 
Bas FF Hi 
Bet A re E 


met 大 森 KE 

緒 

BE OPH BIC HS TIL, 目下 本 邦 産 柄 橋 石 の 研究 中 で , その 結果 の 一 部 
(ELI AE AIC BARBER L, ICSI BORE (DIY と 題し 


Dil 


1) HAM AOR (1) の 内 容 は 次 の 様 で ある 。 
Ee, ES RARER HIRT HOPI +A RH 
KE AWA ICG 3 HR BO RE MURE HORS ++ 
宮津 , 河 野 AREA (RCC ABB AIR 
iE, HR RARER AOR F IR SMBH 
ie, OR ARERR AOKTEM Be pr+— Aa 

Gill, VAR, APD BRAC EIN ETA a Ok OA iE ETRE AD BO 
格子 便数 に 就 て ABR + — Oi HB 

7 fit, AAR RBA And 45> Fas MPAA UIC RS SBE Ape 
+ 48 5 — Be 


の To to = 


8 竹内 RAO MBL MIRC BB o +e RH, Bo + 
=E BHR 


9 iE, 6, ARR BOR X Mn 2 7 O BINT SOR Hae 
Ht | 

10 ih, PY, AR ALR, A ACO NERY 2 MERRY & YOBMLYE EL 2 
CMR TEMO HR FEIN = ewe 
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ee GRE tts ptr Nea aE 
測定 で あつ て , ATEN IMEI LABIALIS Ds O7e, LIB OD HBL OTH. 
RIL D CRIKDHSLOC, 茎 に 先 人 の 屋 々 注意 を 若い た 所 で ある が が , 余 
等 も IGA OWS ONRD EO GRE HOO § ROP, JRL ¥ 7244S 
研究 を 進め る NE NE ee TEE 
BMET DORM LIK AZO CH 3. 


加 FR Ss 
FEERIC ED L FeRPHL ME CAAA EO ALE OMA CHS. TOPRANIL 
£9 SFEKC, HEL TAS (dodecahedron) で , (hi 7s RS (trapezohed- 


ron) の 面 は 認め られ な い 

EN CH, 之 を 一 端 を 閉 宗 し た 石英 砂子 

AIC Aad, RAE EG CSIC KY 7 ORY 1/2500mm Hg OIC LT, 
Pasa COMBA L Ze, 

MPR LKOIME CH SB. TOT PLE ROT ORC BAC L eT 
SARE It, と この 温度 に この 時 間 保持 し た こと と を 意味 する も OC, 加熱 速度 
並び に 冷却 速度 は 弧 て 1 分 間 に 5°C で ある 。 

(1) 900°C, 30min. (2) 1000°C, 60min. (3) 1100°C, 30min. 
(4) 1150°C, 30min. (5) 1175°C, 30min. (6) 1200°C, 10min. 
(7) 1225°C, 10min. (8) 1250°C, 10min. 

Im EMT 30 分 及び 10 4pOoe eC HBRIAVIT L Fe DIL, AHAB AO Miz 
ICE SEAWEED DELOABE CHS, TORICL CHMALZcA 
#1 AE CHAT ZL, 900°C 及び 1000°C 4 D-Clk WH MEH 
THAAZICHL, THUELOLOKMMCHEALELTAS. 

Ana TORS 

此 等 8 FRO IMA EY, (110) 及び (110) He MMIC LC (001) iii 

ICTAFOWY CED, STF ICES SE BRL TS, 加熱 せ ざ る も の と 
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WBE. 

MACESRRBOLBRS (LO MIMIC HI 2 HP ICH TANS, 
COMMA (001) eR = ar CMATS +, PSM 1 ho galal 1 
CARLIE ASO 5S. MS COPIA HAO BE AK RE L 
開 係 が あり , 炊 の 様 な 四部 分 に 分 つと と が 出來 る 。 

(1) ABR 之 は 結晶 の 一 番外 側 の 部 人 疾 構 造 及 び 光 鼻 異 常 が 題 
RIC TED GILG. Sas (T.T.) 2seena yz 
ゐ て , 4 eEIC KO THE L7eB CE n=1.826~1.834 で , RFBEHLE 

の 厚 さ か ら 推 定 し た 複 屈折 も 約 0.008 で ある 。 

DERG OTRIL EB AT SEPA AVIICTETET SCH So 
BN DH ATSB, BLEVMLD Cw ICIMKRBL TCA 
So MWCO Man (110) icFTIC A SEBICRETS, PSA Lic 

SLE MSIBCAT OAS Hr 0.8 FE Ic ABS 10 個 存 存する 。 

QIRICIEA ICT SOIL TOMO HCL —KH HST Ue BK HI 
fritia L-7e 1 OEE FS OSH IC HRN THRICE LE CH 2 (PS 1AM), 

VEE OBIT HS SZHOMRDGIMO X’ 及び Z SGA 1 ICA L7eHIC, 

APE LAID LAIRD GLE CH SAS, X' 及び Z' を 逆 に する 。 
ILE OM OPEB Mt bikOREIC (110) に 王 行 で ある がら, 結晶 軸 の 方 向 
が = コル の 振動 方 向 と 下行 な 場合 に は 複 屈折 が 明 腔 に 認め られ る が , WIA 
位 の 場合 に は 消 光 し て 一 様 に 嘩 く な る 。 

(2) 内 部 COMPLI MRRONGOWC, Le RAVE <¢ REL, 
Tihs EAT AS ERO BAM HT RL, SAF AB RAT AS HE BAC IAAL E 
認め らち られ な い (Stl 1 BIR), HE OMBG Wit LOWS LA AEC 
ある 。 園 に 於 て 明瞭 な 様 に , と この 左 御 部 と 右折 部 と の BE LITA BEBIC HI 
る と 同様 に 明瞭 な 直線 を 以 て 境 さ れ て AS, HO THARICATATBK 
SPM LM CHANTHSLOLBHH, Ms 7c OHMS A hc 
行 で ある 。Becke MIC HMKOT 7 OPS} & AAR L O AIT & LEE Leas, 
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1 202€ x 32 2 900°C x 32 


4 LHOOZEe SCY 


3 1000°C 


本 156(28) HF ie tn wR RB a AS 


i eee 6 fi7sC, 4CS2 


7 1200°C x 32 8 1225°C x 32 
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明瞭 な 結果 が 得 ら れ な か つた 。 

(3) FUER ROMO ICILVASS CS, PL ¢ FAAP RBLEDS Go dL 
Bo HOP WLR ROA RL 2K MECH. HRA 1 Dc It 
RIT ALD LAT SMREALICO CHS, 

(4) PRE APL APO sec, Hil CEFF IC HES te ERG, 
ith OD ALI MIBICKOTH IGE BAP, + MOMs hs Rit 
HY Cll, TC OMMNILE ( OL AAAI ECHL TAA. 

Z DEBS OPIS LIB AD SOS A HRS Ged BALI TE CH 
Bo HOA WS APR ROBE & (EE HR I ATT AGP 
と の 各々 に 4S? を な す 様 な 振動 方 向 を 有する 部 分 と が 混 存 し て な る ろ る 。 供 
し この 三種 類 の 中 で は 最後 の 方 向 の も の が 一 番 多 に 。 双 と の 部 分 は 結 品 
の 中 心 に 近い 部 分 と , 表面 に 近い 部 分 と で 性 PEK MGMT T SAS, WPA 


い 場 合 に は 殆ど 認め られ な い 。 潤 片 の 厚い 場合 に 就 て は 更に 後述 する 。 
MATS RRBOLS Ae nee Gee eed tHe 
第 EF R 

ins: | ings | Se 部 内 部 | 内 心 es 
温 席 | 時 間 a aes |e a Sets IR | SS ps SE Sa ge 
| 2occl — !ge ae [ee ele Ulm wile し | 著 Ula 
AF \'o009| a > Peet moll ay Be mses UR ; 
3 1000 60 r ” aoe x + ” i ee 
4 {1100 | 30 Ei) || Se es / ” 2 ” ” 
5 (1150 | 30 | や ゃ ょ 著 し ゃ し ょ 著 | on CC ; 
6 1175 || 30 / ” ” y ” ” 
7/1200 10 |» ” pel + PeERRUER , 
g |1225 | 10 pe is ler ; ae ae 
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TiO OE LEHEL CHPRICA Leo HEED RBIS AI il al CA Leo 
(1) FRB OTE BH Ik 10 分 問 の 加 有 熱 に HET yk 1225°C 迄 認め られ 


ハハ い 


(5 [a] 7), 1250°C icp CRA LE BHSNRL RS (GSR 8S), 


第 a 


Lp 
O 
x 


175°C 


8 


1250°C 
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(2) ZICRL CAMO HER Ik 1000°C Ic HIF 4 60 分 間 の 加 Bic kK 
て 殆 ん ど 認 め ら れ な く な る (GS 3 Morgen lal 3 参照)。 
(3) 内 心 部 は 1175°C に 於 ける 30 分 間 の 加 BICHTYL ( Hd SN, 
1200°C 10 分 間 の 加熱 に 於 て 殆 ん ど 認 め ら ちら れ な く な る (SH 6 及び 7)。 
(4) HCH RO ICEL IE 1000°C, 60 分 間 の 加熱 に 於 て 殆 ん ど 認 め ら 
れ な い ぃ (第 益岡 及び 第 武 園 3 参照 )。 

PRB OPEB ILS DS be } aM TEE L BRIT RANTS MIT IL % の が 
pee し , NFB BOF RANT 0 DERE is UL EES AY ECHL HST 
消滅 する 事 が 知ら れる 。 

光 塁 異常 た 開 する 諸 褒 

FRM OCS PRICBSS 2 “Ein 4 ES & Rosenbusch-Wulfing の 
Physiographie) (c#i#RS t7e4 DICH TCHS EKOERTCH SB, 

Mailard 及び Bertrand (tt Siti C OMA Clake ¢ , BICKS 
析 樹 の み に 限 つて 認め られ る こと こと と, 並び に と の 光 府 異常 を 呈す る 部 分 
光 塁 的 に 異な る 敷 個 の 部 分 に 分 れる と と を 認め , 此 等 と 結 品 の 外形 と の 開 
(RED RAC OPES Bk SFR IC ED CUED S = Hh RIC BT SEO 

EE EC 

その 後 Klein は 光 皿 異常 を 時 する 部 分 が 結晶 の 外形 と 直接 開 係 を 有 す 

る と と より , 之 は 結 品 後 の 上 政 縮 に 依る 二 炊 的 分 子 販 態 に ある も の と し て 訟 
明 を 興 へ た 。 谷 Klein は 複 屈折 本 樹 有 を 菊 の 4 型 に 分 類 し た 。 

(1) Oktaeder #, (2) Rhombendodekaeder #!, (3) Ikositetraeder 

Hi, (4) Topazolith 構造 

更に Brogger (DKW OK HRY AS Ps CEE Gf C  % IC BY 
し , PEMBRETAR IC PES 2 PRE DST eT STEEN THS 

双 Lacroix |47C- RE AT ARIA Ca ICRA TCA GIC HRB aL 


1) Eee Ih Wilfing, A ee O: he Physiographie. 
Bd. I, Ht. 2, 42~48, 1927. 
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ScCELHRL CES. 

以上 は Physiographie に 記す る 所 で ある が , 猫 Brauns り は 其 名 著 「 結 
HOC Bg | ICSC, FADS RB EKORICMIAL CHS. EIS, 
と の 規 四 正しい 類 質 同 像 混 品 (isomorphe Mischkrystalle) に 見 られ る 光 
女 異 常 は 内 部 の 張力 に 依 つ て 生ずる 。 こ と の 張力 は , 類 質 同 像 で は ある が 化 
BL EO IT Py IC a ae hs DS ZE 
LASHES SIMIC, BRS AAT OWI) MOTE IB HS MES SERENE IA 
7D TH So 

1925 年 Rinne?) は シン ベリ ア の Wilul FEM AOK S Mie eee Wk 
第 8 罰 CX PRAYNIC TARE LL, TC ONE BIR IL 
AA RELEAYS 199 RO BST ICHRO TAL RE 
に 基く も る もの で ある こと と を 明か に し た 。 

JEL HR ROPERS OBST SIC | 
Ogi! Rinne を 除 き て は 今日 の 如く 
結 曲 構造 に 開 す る 知識 の 立冬 し な し 時 代 
の も の で ある 。 換 言 す れ ば X 線 の 研究 を 
加味 し な いい 時代 の 議 放 で ある 。 故に 営 時 
a AC 今日 で は X 線 的 に 
論 員 出来 る る も の も ある 。 叉 特に Ca OF 
VALSIC LBL ATS LOMN BS 

CULT OAL hoo FEE MA を 物理 的 或 は 化 逮 的 に 行 ひ 得る 可能 人 性 る あ 
る 。 信 等 は 今 妙 に と れれ 等 講 問 題 に 位 れ て 論 逃 する 期 に 達し て 居 な い が , 
と れれ 等 重要 問題 中 光 逮 異常 を 呈す る 特種 の 部 分 は 明 か に 村 造 上 に 歪 を 受 
け て 居る と 言 ふ と と 丈 け は 次 の 賞 験 で 議 明 を 興 へ る と と が 出來 る 。 


1) Brauns, R.: Die cnt Anomalien der Krystalle. 243~259, 1891. 
2) Rinne, F. : Centralblatt. A. 1925, 225~241. 
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Laue ii 時 O BiB 

NHN TOD DED, ROWE 2 KE KOILE BV 7M T MEIC T, 
(001) の 厚 さ 約 1/4 HEOUIT ePRO%e. TO (001) iilc Hetic, W 習 
RE fii 7 CHT X POR & Bet LC, Te IC Ho 24S Tue C Laue Fie 
を 撮影 し た 、 撮 影 し た 個 記 は 第 参 彫 に 見 る 様 に 中 央 軸 部 の 外 端 (1) と 中 
RO (2) の ニケ ヶ所 で ある 

(1) 中央 軸 部 の 外 端 に 於 ける Laue 3d, HU 1 ichLoOnskeic, 
DEM DSIA A EL— CHS, と の 部 分 は 二 微 性 結 唱 で 於 ける 一 本 の 光 軸 に 
ほ き 垂直 な 滝上 語 に 見 られ る 様 な 下水 周 を 現 は す 。 と の 部 分 は 第 参 彫 の a 
で 示し た 所 で ある 。 こ と の 部 分 は Laue BRS HCY, LBPEL DAT 
bHIMDIAA EBA CARVE OE MENS, 

(2) PMO AB SB > (2) の 位置 で 撮っ た Laue FIR It, 3500 
ZICSLB ML SERIT, HERBY (caer eee So Hs その 尾 の 伸び 
尾 の 伸び の ahs 前 者 と 異 る も の が ある 。 an b の 部 分 の 光 
pianitome, oem se する も の の 集合 で ある 

COP O7Y = BEMIS DIC AME TO —- FOB RTLOCHS 
Ck haw eRe MINH CHS 故に “ine ee eee 
PA) SOS H SILAUBICHE ( TROD, THLAVIEM IRE ATS AMIC MH 
OSDSEMDROILERM D> Ch, HPROM GET SIR CHS, 

PIVTOPCATE GRILL 09 BCH SAS, HU CHS EE BZ Ahad 


or 


BK MSI BAIT ES TAG WAIT SF BF — HEM DBL SE oD HE SE 


RIC HA THF HTLLL, Hic AIF $0 & LCT ORI AB Pr. 
Bs 


POPPIN III PASS ~ 


AS RIE IC BEL 7 BB) on it mR WSS 2A RHP ERBRENE’D 
Ch SQ ICM) Mic pee Se Do 


ae ニン RR A i a 
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(6) AlF= Asc fH (3) 
抄 Bit 6 [Rg (AL,Si) 40,9 (OH,F) 9K] 
ee a=5.3A, b=5.3A, c=60.0A, a= 
90°, B=90°, y=120° 客間 群 Ct 
AR & : 
Bi DR tenes (7) —FASR 52H (1) 
6198, BRORMBABLHSER 24[R3(A1,Si) 40j9(OH,F) 1K) 


Hendricks, S. B., Tefferson, M. E. 
EEO BE Ak, cH OMe 
Hine, N BRAD IE © REE TLS Vg 
BES D Tete S FD AWM UC FE HH BEBE IL 
次 の 如 し 。 
(1) SR HLRE aR (45) 
2 [At (Al,Si),0,) (OH, F),K] 
Rae Me RC ER TD Ti" & 
a=5.3A, b=10.2A, c,=10.2A, 
p=100°, 2z C,* 
(2) =) Hi B52 Ti (&, muscovite Fy 
(21) 
47 Al,R) ,(Al,Si) ,0y9 (OH,F) .Kj 
a=5.2A, b=9.0A, co=20.0A, B= 
95°30’ 22h FE Cy 
(3) =)eiB Ase, octophyllite AY 
(9) 
4[ Rg (Al,Si) 4019 (OH, F) .K] 
a= 5.3A-ib=9 2A, co=202A p= 
95° 2efHHE Coy 6 
(4) SRSA AP IR (8) 
3[R, (Al,Si) 4O,)(OH,F),K] 
a=5.3A, Cp=30.0A 2h] D8 
ale dal By 
(5) AleaP ii f& (3) 
12[R3(Al,Si),O,)(OH,F).K] 
a—5.3A, b=9.2A, c=60.0A, B= 
90° 22 fH C4 


ヒー 


a=5.3A, b=5.3A, c=240.0A, a= 
90°, f=90°, y=120° zeny Ct 
fe ih IED BAM OPS S LOHY 
(13), HICKS © He BLE & eA 
Yo (Am. Min. 24, 729~771, 1939) 
(KARI 
6199, Pennsylvania, Glen Riddle 
に 於 ける 下士 字 石 と バリ ウム 長石 と の 共 
4: Meier, A. E. 

PF IGE A DUA AA HE AS SEE 
結 品 が , Pennsylvania の Glen Riddle tc 
BG S MRABKCET SHER ABA 
岩 族 の 節理 面 た 産出 せり 。 

AS KIS HO HAWE VC EAB S SB \ ASA 
LUKMS. tO-KMROMPA Rm 
MiCcL C,HEt LU CBABKEALE 25% 
ORL URS, tho—-cQZwelko ph 
OBCLC, HEL CRRRKBEGE 10 
% ORRMK VRS. COR Bes Gti 
SEL SEAR AB AE IC EAT LC AR BL AI Pe S DBT 
ta UC, SHR, 4 7 a 7am y (Cnjg) 
及び 中 性 長石 (Anjo) EAD, WO a 
WEL CHIDO RIC EL, a4 7 
ョ フェ ェ テン (Cnjo) RURBRA (Any, 
へ ~20) を 有 す 。 

WRBAHORALEO GEES, 
SWE It BAK PE KO EAE © & 
RBM ASAT AA c ze y—-HRA 


$538 (36) 


a AB BOR 


#@ 190 


antiperthite を 含有 す 。 HBO WoO 
ty 24, ZED RG WE We 36 7s les et, eZ. 
s=y LWA RAE GOBER RAY 


を 含有 す 。 HUbBomRy ew Y pws eZ | 


DIGEEREIT, 

AATF R27 czy EMO! HLA 
び 重 十字 石 の 後期 沈 滋 は 次 の 二 作 用 の 結 
果 と 考 へ ら 
DEAIC EES Hic 0 C, PBs MBER 
P= IRGGO aR BIZ S TLICLT, 
他 の 一 は 加里 , ベリ ウム 及び 草 達 に 富み 
% } SOKA (MITA Ee DRA) O 
Bers te Yo 


MRE MRATT Osa & | 
右 antiperthite は 比較 的 fyi i< TB RE S| 
れ た る も の と 考 へ らち られ, HE ESS | 
RAE Tee ea KAS 
patch perthite は 低温 に て 形成 され た る | 


LORY, RHRA-KBREL MNS 
る 尊 駄 ヘイ アロ フェ ェ ン と の 共生 は , 先 
に 形成 され た る ハイ アロ フェ ェ エン が 後期 
の 曹達 に 富み た る 燈 液 に 依り て 部 分 的 に 
話 融 きれ し と と を 示す る の に し て , と の 
溶液 は その 類 融 そる 加里 及び バリ ウム を 
H+P Rt L CRIA fi Pl CAlige cp 
CPE 0, (Am. Min. 24, 540~560, 
1939) (AFI 

6200, ZEA staining RYBAO 
RAB ICOMt Shand, S. J. 

WER GAD staining iC MEL Fess Be 
酸 と メチ レン 再 を 使用 する の 最適 な る を 
tii < OARVER TREY BAO BAKE 
ICH L, Bowen oBA—KE ARO 


究 に 基き Becke 42268 石 中 の 次 長石 


an ay 
| its し CHAD B 


MT EO HSER ANSLDETS, fa 
Bowen は 次 長石 成分 の 固 溶 器 と し て の 


FFE AD BB See 


é wee See FTE IC IRD BERR I 
BABHEE RAD SY OI LEME 
を な し , 最 る 低 複 屈折 の 部 は 最も 作用 を 


| 受け ず 且 つ 念 光 光 線 で 均質 に 見 える も ゃ の 


も ゃ も なほ, RAH ST SREAN VS 

A ES fe YE 2S lime, excess 
of potash, silica の 存在 の 何れ の 場合 に 
依る も の な る か を 知れ り 。 印 ち Bowen 


の 附 興 せる 標本 た に つき 等 考 の 視 験 を 示せ 


aes 


1. anorthite-rich 9 G (Ne Ang 
DIR D% O)—— FFE CHO 
TB ’ 

2. potash-rich #8 G (Nes. Kpso- 
An,Ab, Rr > 4 ©)—-7F HF 
2 Cis, BiPRER Lo 

3. albite-rich O83 G (Neg,Aby, Kpy, 
Any) 一 一 落 色 及び 不着 88 0 HE 
RRM ECT) HOR ILRI 
Att, 

BSREA+MEPR ALR A RREO 
原因 で 無く 草 長 石 成分 が 基 の 源 で , 換 言 
すれ ば 交 選 に 奉 酸 に 富み 又は 減少 する 
nepheline-substance の 層 が 週 期 的 た に 洗 
HT SHIN SLOLD, HBL 


|APFSRAtSrasst~tZBor 


eh VET 2 HRIOTERRELD G8 bot 
る を 指摘 す 。 (Am. Min. 24, 508~513, 


1939) [加藤] 


6201, 瑞 典 , Persberg 産 方 解 石 と 重 品 
Eok OA 


抄 


& 抄 89 (37) 


HEE 1.75~4.5 7G, BS 1.75~4 FED 
TBE A 2, HEA, ROR, 陽 起 石 , 析 
HB AICEO THES HA © HERR 25 個 | 
の 結 品 面 を 認め た り 。 と の 中 {2-5-7-12}, 
{17-7-24-10}, {11-0-11-4}, {8-3-11-5}, | 


{2-11-13-24} 及び (13-5-18-8} の 新しき 


Ti & AI 05 AEA BILE LEO RS | 


male CT, {010}, {110}, {113}, {001}, 
{115}, {112}, {011}, (1143, Re {11} 
k URS, (Math. u. naturw. Anz. d. 


Ung. Ak. Wiss. 57, 1096~1107, 1938) 
(KAR 

6202, Monazite と Erokoite DBA 
像 von Gliszczynski, S. 
Monazite(turnerite) CePO, & kro- 
koite PbCrO, Lli te MARRY 
(isomorph) 闘 係 に あり 。 BIS Strunz- 
Niggli の 述べ た 
Lihetb 22% & OHV, KM monazite 
rh ERE ALBANS IK DC ETE Coy? に 悦 


る isotyp 或 は diadoch 


する krokoite より は , 結 品 謀 的 た 正方 系 
cEBt SB xenotime CUMS, HM bRE 
の 如 し 。 
ao | bo | Co 
xenotime | 6.88A — 6.03A 
monazite | 6.782 |6.993A| 6.455 
7.108 | 7.410 6.771 


krokoite 


Rimi c monazite ix SIG S 
EEL, MI IC TBS 
れれ た る turnerite より は 常に krokoite 
LOB Ee AT, Mae Y monazite 

mec db Et By seme st t LCA Se 


xenotime 構造 


om & HEPES WARY, (Zeit. Krist. 


| 101, 1~16, 1939) (AFR 


| 
| 


| GeF。 の 結晶 拉 造 


6203, 伊豆 賀茂 郡 濱崎 守 外 浦 産 交 沸 石 
OF BEOMABE 柴田 秀臣 
Zeal RES A OD YEN TE PE Mh る は 22.5° 


ire 1cRS T b hic ZEFFIC LT, RYE Tle 


(010) に 垂直 , (001) と PO Si AIC TH 
24.5° を な す 。 C OMT lt REO EF 
KtEO CHM PRL, # 90° Ich Tle (001) 


に 垂直 a *) &fe 
YD, ZUR A © HE & WSL, 150°C 


| ICTS TH 70° te VG sh aioe or 


| & SAPP ARRE BSH bt, HRB BS % OE 
(010) su eS TE OC ee SL EP BS BE BE 


L, COR BRILAMG ICS eS, (TB 
iy wee 85, 53~55, a 14) (KAR 

6204, 錯 部 化物 K,GeF, 及び (NH,), 
Hoard, J. L., Vin- 


cent, W. B. 
RAE, Ro。MX。(R=K, NH,; M=Si, 


Ge, Sn, Ti, Zr, Mn) 型 の 多く の 錯 忠 の 
中 , 借 か に R。SiFF。 の み の 結 品 構 造 が 知 
られ 居り GeRa RU (NH,)p 
GeF。 は 共に 六方 品 系 に 属し , 格 子 恒 敷 
は 前 者 た に て は ayp=5.62A, co=4.65A, 後 
ER = Ayo =A 78 Ae Ne 
FEIC AREER F ih IC bahO — OF を 
L, Zinta Deg teU, ania Kt RW 
(ENE) 4) (Ge a 
VMS, CO GeFy lf Ge FHDEF 
SARMIE/ WR te >, (J. Am. Chem. 
Soc. 61, 2849, 1939) (REI 
6205, —HhEGROAMRECAT SHE 
&aygAi# Schumann, H. 

— ition ie 27 22-7 IC ik 


含有 
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BB DR Be 
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0D AMAR th ih HEL URDSeT LIC 
BLS Cit~%e VU, 前 者 は isogyre に 依り 
て 如何 な る 場合 に も 容易 に 決定 し 得 ベ 
{ , 後 者 は 20° 以内 の 場合 に は Mallard 
MRICKV, RZLVKK SHOYZSK 
は isogyre OBE Hb CM LG 
べし 。 こ と の 移動 連 席 と 極 距 離 と の 間 に は 
hit SBN ORM RA AE, TERS 
に 良好 な る 結果 を 得 た り 。 Bic RS 
を 用 ゐる 場合 と 比較 し て , 本 法 の 長所 六 
Us MT EIR, Bic C ORE & MARS VQ 
(Neues Jahrbuch, 75, 110~134, 1939) 
(KARRI 
6206, Braunite 8 Mn,O,-MnSiO, の 
磁 無 的 研究 
SR 

ARNE REFANI ICRI EE ANT BLOT 
A OWE ETN Vo AMILIED th 1c Hi th 
L,< @OzeHhIC BIL TC AE TT RUSE OF 
PRIZE O—IWLO Re Ky & KL ICT 
RS, Li BFLESHMALHAL TCH 
常 性 Ky Ki を 振れ の 方 法 に より て 測 
定 す り 。27.8°C KEG STORA te lk 
IX 5 —Kyjj=0.364 x 10-6 per gram Kk し 
C, ZEMMEICKG 67 OER WA 


Krishnan, K.S., Banerjee. 


& ERED IC, F ORAM HH AE 
D 1/4 iro, Fett 44 vik 107° per | 


gram HBO RP PEE AL OBB O 
1.2% Ct bid BROREM® brau- 
nite に 興 へ 得る を も つて Fe2++ Sic 
つき て の 吟味 及び 測定 を な せる 結果 その 
補正 を 施せ る に 純粋 の braunite の 異常 
性 は 0.17 x 10-6 per gram #BBFIC LT 
ZEISS MA MO HK 1/8 な り 。 Zlz S IRRE 


の Fe ORBPVEL MBBEMKLT, ZLY 
断 ず る に braunite O(EMxi 3 Mn,O,- 
MnSiO。 に あら ず し て 3MnMn0,- 
MnSiO。 な る も ゃ の の 如 し 。 (Z. Krist. 


| 101, 507~511, 1939) 【 高 根 】 


6207, Karnallite-Bromkarnallit % 


HEOX RAR 


Andress, K. R., 


| Saffe, ©F 


と の 系 の 混 品 KMg( 了 HL。O) 。C1。, Brg は 
正方 品 た 結晶 する 相 を 有 す , 著者 等 は と 
れ の X MABE L CBBC OBIE 
を 決定 すり 。 COMME, lem, Bre 
量 は 第 一 毒 の 如 し 。 


a Cc | Zz Pp Br 
| 13.51,A| 6.7754 | 4 | 2.011}74.7% 
| 13.49, | 6.767 | 4 | 1.963]668 
| 13.44, | 6.749 | 4 | 1,913]56.7 
| 13:37, | 6.713 | 4 | 1.847|43.5 
| 13.33g | 6.698 | 4 | 1.788|33.7 
| 13.30, | 6.685 | 4 | 1.703/20.4 
[ | 


本 結 品 は 塞 位 格 子 中 に 4 分 子 を 合 み その 
72H C34, なり 。 そ の 原子 座標 を る 完 
全 に 決定 すり 。 本 正方 品 結 品 の 構造 は 立 
Fis perowskit 構造 に 其 だ し く 類 似 し , 
その 正確 に 決定 し た る 格子 敷 値 は 約 45 
~67%, の Br 含量 の 範 園 に 於 て Vegard 
の 規則 より 偏 傘 を り 。67% Br の 混 品 が 
Heb EO i Ae aL, te ORAS 
ATR RIIC & S PEO PENIS AES S 4 OD 
OWL, COMMS ERT SBY Kaw 
LeARURERET SBRSIV, CH 
Pr MR BEI LV CHEF RC & AH © fh] O IR 
WHRE CT IRV SEGAL, 

CORO Te UB ih i hh HUW. © FAR YE Ik 


193 抄 


G 41 (39) 


PbMg(H,0),Cl, & NH,Mg(H,O),Cl, 
CEU C&LBHIS, COMKSEXS 
Karnallit 結 品 KMg(H,O) Cl, (£7 
(SAT) th cH AL, < ORF IB, 28 IH 
PEE MIC Pewee V, (Z. Krist. 101 451 
~469, 1939) CARI 

6208, 酸素 格子 に 鉄 落 ある 酸化 物 の 結 

Sillén, L. G., Aurivillius, B. 

iG ih hee DSBEIE & fC, Brage, W° L. 
LEER REE ICIA Tid O 4 AY Bate 
る 役割 を 演ずる と と を 指摘 せり 。 し か る 
に PbO-Bi。O。, SrO-Bi,O, その 他 多 く 
OMICS SON 6 RRR Vo CHAE 
} thin & VES REM Te S PR (LORE & SPH 
Yo CHeo hith BERICHT O 及び 
Se IM te SRE eT Pe MIS 
eA ICO AW ESS, SrO-Bi,O, の 
FAT C— 2 OPP (aloe a a ICL 
T, PbO-Bi,0, に 於 て 一 つの 酸化 物 は 
正方 品 な り 。 本 研究 の 結果 二 つ の 系 に 於 
THLE RICING SBIR 1 tv Old 
一 定 た し て , PSA Ay OPES 
O hi mh (S MeO。 HERE X V WH MIC 
RIAY EIR OLY CHET SEGRE 
り 。 PROBA KIT ime eTR 
SLi< rational composition に 相 営 た に たせ 
ざる もせ の の 如 し 。 著 考 等 は Pb 及び "Bi 
の 酸化 物 類 に 於 て は 面 心 立方 格子 が 多少 
OBES % SHES WH TH, 
場合 に 陽 イ オン 格子 が 険 イ オン 格子 より 
も % 結 上 品 構 造 の 次 定席 を 支配 する と と を 
指摘 せり 。 (Z. Krist. 101, 483~495, 
1939) [高根 】 

(209, Li,。Pb。 Dy HORR 


i=] 
Ba 


Rollier, 


M. A., Arreghini, E. 

Se ea a ee © 129, yo Ze Tt 
ES RPICPEL ROR Ar Ii CH 
ACE SK Li に 党 め る 鉛 の 化合 物 を 得 を 
Yo COMIGRAK TMT S%, ZEEE 
TD Se OE EID IC AF SICH ( RE 
TFOERKV, CO(LBRMIIZ Li yPb, 
CAA L , SCR HLS S RP th 
Yo IMAI Mb SHO Li 化合 物 は 
Li, Pb, Li,Pb, RU Li,Pb % 0, 次 
CORR XN 線 解 析 を 施せ る に 立方 品 
に 結 品 し , < ORF RI ay=10.082A 
に し て 4 し Li」oPba & tro Zia Ala Ta? 
に し て その 結 品 構造 は yi HO の を それ に 
iP. L, Bradley ® Jones ic EY CE 
CugAl, に 興 へ られ た る 原子 位置 た より 
CX MHS SEB Vo (Ze Koist: 
101. 470~482, 1939) fs) 

6210, Amblygonite, 
graftonite, repossite 及び karyinite 
OMABS 

Amblygonite[PO,/(F,OH) JAILi & 
び fremontite [PO,/(OH,F)] AINa の 
HT RRIC eae tM nIG SABRSE eTe OY OL i, 
PEACE V IGRI © PFE RPA ESL, 
SLAG LC OWASP AR IK TT HEHE, 
SRT] FE RIENE US 1c PRBE © PhD THUD. F ST 
と , 並び に amblygonite 中 に 少 草 の 


frenmontite, 


Strunz, H. 


Na,O 及び fremontite 中 に PIED Li。O 
の 存在 する と と より, こと の 南 考 は 類 質 同 
像 の 凍 係 に ある を 知り た り 。 

graftonite は Penfield icf y c 1900 
“2c, Mrepossite |i Gril ic HK Y CT 1935 
AE ICDS A BIE NY IC HEAR E 4, 共に [PO。』]。 


$b 42(40) 


em BOR TR 
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(Fe, Mn, Ca) t% {LEAR EAS OBE 
WATE 5 WE MR OMA BIE ASIC, 
全く 一 致す 。 依 り て repossite OME 
1IZBYBRA SSR V, KR Olgiasca FEO 
graftonite 4 {120} DBEBAe AL , RE 
母 と 規則 正しき 連 品 を な せり 。 

Langban 産 の karyinite は graftonite 
& FW © (Ee way [PO』]。(Pb, Mn, Ca, 
Mg)s を 有 す 。 AB OMRE Ig I(t graf- 
tonite £(LMPIKILYV eV, (Zentral- 
blatt, 1989, 248~251) [大 森 】 


pach, H. 

FOE HE ICH VAS DR & BEE LK 
OPEREBKV, BMBSCyFIC LT, 
格子 恒 敷 は ay=11.986A, by=9.57A, 


| 


| に X 線 の 工 何 事 的 形 像 


場 
| 
6211, Mn-leonite MO eeXs Ans- 


Co =9.95A, B=85° な り 。 HALL EAC 
Mn-K,(SO4)94H,O の 4 分 子 を 含有 す 。 
VEE AF © MERI BAP ROML, 
(Z. Krist. 101, 39~77, 1939) [大 森 】 
6212, Debye-Scherrer 線 の 濃度 分 布 
EC 

BA S MB ROMMEL MRT Be 
BAGS & WIC Ic BA 
FS—-NKEBRTA8GRSV, 等 者 
は 吸 政 の 極め あて 高き 場合 と , 極 あめ て 低 き 


BIC BS SORE IO [hl 2 ORO WE 


闘 係 を 算出 すべ き 式 を 求め た り 。 更に と 
の 二 個 の 場合 に 於 ける , 線 の 内 部 の 濃 部 
分 布 を 考 祭 し , 任 意 濃 諾 の 一 般 的 の 場合 
KCBS 6, ROAR Rea eb it~% 


{AS [Se 
yo (Zeit. Krist.101, 193~229, 1939) 


e é Ge 
| | 6218, Naphthalin 04 RBEZAICH 
2Mn, 0 0 0 oe 
2 Mn, 0 0.5 0.5 BS Hy OH NES CH; ic eae 
ai, 0.306 0 0.075 ES VGA He = Neuhaus, A. 
4k 0.180 0 0.600 
2 j —N al \ 3 
8S 0.166 | 0.250 | 0.250 B-Naphthalin KU < 0 FALE K 3 B 
8Os 0.166 | 0.340 | 0125 | | Naphthol, 8-Naphthylamin, 8-Methyl- 
8 Os 0.166 | 0.340 | 0.375 | |) naphthalin 及び B-Chlornaphthalin を 
| 8Os 0.063 | 0.160 | 0.270 ; 
| 80s 0.284 0.160 0.250 X 線 的 に 研究 し , 下 表 に 示す が 如き 結果 
18H2O | 0.104 | 0.200 | 一 0.028 | | を 得 た り 。 (Zeit. Krist. 101, 177~192, 
8H,O | 0.415 | 0.200 | 0:445 
a = _| | 1939) CARR 
re jn et (Ne vnc 
| も 
NN 人 aw ONE 
a6 8.34 8.14 8.60 7.8 7.65 
by 5.98 5.92 6.00 5.98 5.93 
co 17.36 18.2 16.75 18.6 18.4 
8 122°44’ | 119°48’ ~115.5° | 103°16’ ~103° 
比重 (X 線 ) 1.16 1.249 1.208 ate 1,326 
Hott (3c RR) 1.15 1.245 = 1.103 1.266 
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6214, MXSZOCRMAR 山口 定 


ZEZeAL AT SEINE © BGT #9 35 HO Gn | 


FARES ICTS C , FER DO FEL S PETE &t~ 
た る も ゃ の な り 。 本 島 は 周 園 約 3.5 ICL 
て , 益 地 地 形 を 時 し, 標高 は 海水 面 上 僅か 
K40KWFRV, HE 
FE figs KV BEY BT IIE hig 
VRA bh RIKB AA YS 


PORE DE S’OIE, 


に 分 類 し , そ の 性 質 , EMR, Kaa el 
合 等 を 一 括 し て 表示 せり 。 
(1) BRA ANY 


BEA aE 40~70% | 
(2) BE A-KRAR » 50~80% 
(3) fi TRBE DK FB » 20~60% 
(4) #7 7 DARPEIK AGE > 100% 
(5) (RIRBE DE Hat > “100%, 


CHEE OPER B LHR Ub SBE IR BIC 
Bee enn 依 れ ば PO; 41.14% な 
5 MRR AO RAE MCE VS (BI 
a 7, No. 2, 1~8, 8B 15) (A#E) 
6215, Georgia | Dekalb HATER 
Rize PICD GES RiA Lester, J.G. 
PASAT RSS BE AG hid Ar Dee Pt VC LAS Be 
PaOwBL RG SS, 
SS LIE OB REA ICES 5 4D 
te} & Hai LW RIC EY PAA Cs IK 
EAL, LOMAS ARBRE BL, ch 
DB, IED REO eth OFERIR FS A 
DGC ELOCMMETHESBOLE 
Yo Ab ijt Hr Wie Hie Ek — BB AEC 
り , 叉 一 部 に は 北西 方 向 よ り の tangential 


LC & BRR Ic | 
Bs > SRSA LAAT 2 my 
岩 質 ペダ 


CORRMAD | け 


force Kk SPBUWOMIIC IEC LOT, 
COPNLHMBE Het X SAREE ME te 
る Stone Mountaiu 岩 塊 の 導入 に 因 る 
も の な る ベ べし 。 (J. Geol, 47, 841~847, 
1939) (tmiis3 


BABR AUS 


(6216, LRH 3 EA o eae 
| に っ ろ 
cD BRE ae | 
BERK, BALE REKORE | 


wt . Fries, C. 

筆者 が , 調 は れ 
て 居る 玄武 岩 の 極 め あて 厚い 燈 岩 流 中 の 長 
AO Dan & PFE, THK A PER AO % © 
が 部 分 的 に assimilation を 被 れ る を 認 
あ 試 鑑 た よっ つて 得 を る 標本 た つき 論 輝 し 
ROR EAA VY, BS (1) KR BH 
が その 源 に は 不明 な る も An30~40 7S 
HER Ae He L, Rai Hk (A CORA 
PBA AV IC KRG LAL TOP ORAS 
(mL RbA—Bic, kV calcic な 成 
分 の も OAS PEAS & Tr THEIAIKO id & Gr 
BEL FCN LC HERES eA BERET 
eee en 
RSP © thi) te BEE IC HE ( UK D SPE 
REL, cHABRIEN RE 
TRY WE IC HU HH We < Clk An % 
が 35 ¥ CHK FLD UCRRARKE 

分 化 が よく 見 られ る 。 谷 normative 
の 長石 は An % が 60~65 の 間 に た に 入 る 
も の と 思 は る 。 (3) 初 期 た 作ら れ た 斑 卓 
(ZAG WRI BIC L CPR ICMR S 
(Ai et 0, HH OL7S RE YD EB 
CA oni s RAORRAK £ YL 
2 OR ABIZKRB ORE IRB Te VL Esl 
CHaic LFtS BRL CHV, ce 


Cape Spencer flow と 


抄 44(42) 


a6 RS 
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hh CHO RE ABE the RA TI, ft 
の 長石 は 上 下 に 移動 そる 形跡 を 認め ず 
と &。 (Am. Min. 24, 782~790, 1939) 
Cin ED 

6217, SHV WAIV=PS hi] Val Verde 
thAODk—FILBORX Osborn, E.F. 


Val Verde MRED FAA, REA | 
| 
| 域 に し て , RACHRICDS V Clee 


HO ABR XD AP~ 5 BIC HE SIC 
MH OFRER SPRICO & QU OT ET 
UO, FERPREE LEU OREE BAL, ORD 
PVE TS BCH TE ICIS SBME R EDA 
LRA VY, HGR REA BHO RMB IS 
Hot ?8 kN % sodic た し て 且つ 放射 能 
に 富む と と を 知る に 到 る 。 MELT, MR 
i A3E-MR 
Br~bhS. tI BOYLE LT 
LDR a RO Be 2 BE a DGD 5 


So HAT SHBRU b THO petro- | 


fabric analyses を 行 ひ た る 結果 , (1) Hs 
ILIETZ li] % Hh & LC BRP © Ait re k 
DEN KAI E BROTH), (2) トチ 
LEOPEAD fico T , WARRELE DO TIC 
HDi UES E VC, Xe OMB LAB 
LC, RG L © EM IRICETIC tA 
HC AWK ARE & FER LD, (3) BEAR 
FEI OFE I ICZAERF L CHG る 後期 の 歪 力 
Wb tLe HOMME LT, F OLAR 
EFS TE SHO WY © Fel O ik & lee L 
BDESSOIKCLT, bIAEHHO THO 
Fi ita (LC, ART & , Bek RH 
形 と の 両者 の 合併 た 基く も の な り と 信 ぜ 
ら る ヽ ひ に 到 れ り 。 (Bell. Geol. Sci. Am., 
50, 921~950, 1939) て 加藤 】 


6218, 喜 城 子 附 近 の 硫 床 と 火成岩 の 分 


圭 母 片岩 の 同化 に 因 る も の と | 


布 岡田 重光 

ASA RMA GIRE & Habs & TBE 
Kaya et SKPBSROBR II, ARH 
ICS HS te, HILT HE RF RE 
Fitts £3 S HIER 79 EAE GE IR 


| SIS BRE, A PR IC dL AAFC BHS 


A 8 AR AE hig 5 ER BS = VL BARE ih AR 


Iti OPEREREA 2 SODA Y, HL 
CEH, P= MIR CLE IE MAB ICE 
F STFA IC TERR & AR L, BEIM 
CL GRA WSTA MASS aH 
酸性 岩 類 の 他 , BASE PE 岩 類 に 伴 ふ と と 著 
L&,AZES ER ICA CHIL S AEB 
DERFIRICES T 3 BK RABID eK D PR BE 
75 7ST BE IC MS A BG L CHEB 3% 
So ENS CAEREOE A 79 BZ ICES TEBE 
QHICH S CHR ~ ( HICH = TR 
に 於 ける 特異 性 は 注目 すべ きも の な り と 
せり 。 (EON. SHERI. 10, 康徳 6, 
1~15) (ini) 

6219, Tektites RH MiYR® Spen- 
Ce 
Tektites } CMbHS HRB Bis 
% OPRVE RMS te S BRRPEIC LT SiO, (3 
68~80% KSA{EL, 4 O HEYA IS RKB 
MOM LUENRSLDRY, HREOC 
FAD % OILS. ,MOAMBA 
BUWRETSLYSKBAS SRI S 
Ahic kL VERA OWT BARS bh 
AIRSRESLOLELTHH Sy Bhic 


| より 84 iO (LEAP as Mb Sd, (ERR 


arr & BEB IC THEE, MPT AB OPE 
され た る も の は 36 個 に 過ぎ ず , SiO, は 
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68.00~80.73%, 比重 は 2.498~2.339, | icRTIN¢ , 4 Mondhaldeite mH War 


PAPAL 1.526~1.487 BREF, と の 


Yt FB SMELT Tasmania の 政 | 


| 


BEY ET BRO CEB CO RAL 」 


Yo VETTE t OIL EERE 98% に | 


ET SFM OD % Org dw, AEE A PEMA S 
RACE AIC RAL CAS Y b SSPE TT 


| 


Gena) be, Ca, Sr, Mn (Cu Ae. Li, | 


Naw IS Pb Ni, Ga Mo RA TTBa Zn. i, 
Cd KE Cr SBC WORM LAH 
VSEMN VY, AEEBIHE D ILM IC AIL 
て は 未だ 定説 を 見 出し 得 ず と 逃 べ た り 。 
(Min. Mag., 25, 425~440, 1939) [河野 


6220, Kaiserstuhls #@Hm#RO 
Mondhaldeit 2M OU BRAIK 


#ET Soeller, J. 
Kaiserstuhls の Monchiquit » 3 化 


(& Isofalie の 左側 た 落ち , Src HEL Mon- 


2S 


chigite は Isofalie © 4 Mill Ic JE, 
Mondhaldeite © al,fm,c KY alk の 
HMlZMRSEL Kc RU alk (275% L4EL 
(© mie “all Viec a csalle 0) Fe 
な り 。 Niggli {ii al>fms>c=alk な 
り 。 Mondhaldeite は Kaiserstuhls の 
MODE PARA ICES SLOREFULCE 
ATAIRBA IK), 4 OE BE Ha 
~i veo Gauteit た 近似 の も 
の に 鱗 質 せる も の な り 。 本 岩 は これ ら 
Gauteit OM ¢ K—ZIICIBL, t ot 
PERUIZIEM ey Y= Bet evy =e 
岩 虎 に 近似 せり 。 Monchiquit & Mond- 
haldeit E354 % Restmagma と 考 ふ 


れ ば sommaitischen © ff Ef % fa ~ 


Bop’ Y, Kaiserstuhls © ta BE | 


Beger 氏 が 不良 分 析 結 果 よ り 得 られ た 如 
き PIERO MERI & HS SBOE 
ず , 他 の アテ アルカ ヵ カリ 岩石 葉 の 如く 全く 正規 
の も ゃ の な る 事 明 か と な れ り 。 Si OPK 


nee 
we 


に 従 ひ で の 僅か の 降下 , fm の 著しい 上 | 


昇 を 示し , al は alk LAL BRED 
WS EARS V, WK la Kee O Monchi- 


We. ,—- Daa KspicHy, Kaiser- 
stuhl の Monchiquite 2 44 {ifilt 2 ¢ TE 
IOVER & aL, BegerK ik fh 4 Monchi- 
quite 型 に 全く 一 致す 。 Monchiquite 
DAA ME Elie theralithgabbroid よ 
y shonkinite {Oot y, FY (ft 
は fm>c>al>alk te 9) , Mondhaldeite 


は Monchiquit と 反対 に し て 線 較 た に 明か | 


| Hk CHEM VS 


Schlingen の sommatisch Monzonit に 
(Zbl. A., 321~338, 
1939) [河野 〕 
6221, 玄武 岩 質 火山 強 の 形態 及び 橋 造 
津屋 弘 達 

富士 火山 の 玄武 内 質 火山 弾 は 展 熊 及び 
内 部 構造 堪 に た 多種 多様 な る が , 著 者 の 同 
KMPH Sse £ VERSE SEB X OTGRE 


quite は Na 列 に 悦 す る も K MORRC | LVURO 14 MKSMtE 3, 


uy 


1 5S Ek LL 2 岡 鑑 形 火山 弾 3 球形 
JRL GET 4 DBD RE TZ LUST S fj BE TZ 1k LLG 6 
ALTE, Jk LL 7 ETS Jk Ua 8 ETEK La 
9 FAIL KE 10 8 HI KU Ly リボ ン 
TE KMS 12 Fe ADB ZK LL aS A fT 
山 弾 14 <P RIG IK LUG 

FEL CS AKT BF OS I PE 
SCNT SFE O HFK TL PLD BS 
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TERE AU % © AUPE IE 22 TRICHY | 
G 28S S%, 27560 KO WICK 
SMA hic HR S Schlieren に 起 
央 を せる も の な る べし と 逃さ た を り 。( 震 . 薬 . 
4, 809~825, 1938) CIE) 


Bk B 


6222, コロ ラド 中 Boulder Co OH= 
Ay IVIVSTEERORR Lovering, T.S 

ORS EBS 510, HAO Ik OW 
賠 は 絹 雲 母 作 用 を 受け , そ の HEM eH 
化 せ り 。 を と れ 先 づ 酸 性 深 液 た ょ りや く 索 
Bree CREEL, OBE HME RIL TA 
リ 深 液 の た め 絹 圭 母 化 を 生 ぜ る も の に 
THN NU SHRM O WA MICE T OAL ML 
を 認 む る の み 。 

THIK A OBE Blk HHAREBAAE & [A 
PCL TC, ARE OF BLED Cz 
. KYLE , Hae, MAA, KES 
石 等 は 最後 に 生じ, BEY © Bia O SB FE Ic 
一 致す 。 と の うち 鐵 重 石 は 徴 酸性 液 の 産 
> ¢ , ASaw, BIAIOe, 黄銅 残 . PY asp 
Rh b RUN, TA AVRO 
KBL, Fv SPs Bic BH Opt 
Yo 

TEBO PRI latite PEK WU Rec L 
T, LR Ae Y Y VRS Y , MISE 
HPEK I S latite KY LBEL , xO fH 
fal & SSB, EVYVVYHBOBAKASIC 
Bl CECB VED L , PEK ©. RRA 
見 る た 至れ る も の な り 。 (Econ. Geol. 
34, 939, 1939) [渡邊 高 】 


6228, ミシガン 川 Marquette Co. 


Roper 人 金山 の 地質 Broderick. T. M. 


ARORA IE = © BRE SR I BE CE 
Se HUIRO de He ted Keewatin Wak 
JK LAS © (ABB Se BD IC Wa CES 
TEAOv vy AAR ASMRIC LT, PAG At 
WEEE L , KU BAIL BRVE BIEL KOE, 
DEIR Fi (| DK WAIL EE EL, HBALIL, He 
酸 忠 化 作用 を 受 く 。 

FEM LE , BESTE, MSI OR UN 
に 多少 の Bite (Riu, 6g/t 内 外 の 
金 と 28g/t 程 の 銀 を 含む 。 

CO Wp EB BE MR BY IO Kat , BBR 
PR LO LGR IC A g/t 内 外 の 金 を 含む も 
OBE HA be VY, (Econ. Geol. 
34, 939~940 1939) (jE) 

6224, アル サス ・ ロ ー レ イン 地方 の 金 
Kohl, E. 

最近 備 領 アル サス え ぇ 地方, 特に Vogesen 
山地 に 於 ける 金 産 の 有望 な る か の 如き 宣 
俺 を 反 駿 し , ラ イン 地方 に 管 て 砂金 を 産 
HES eR S%, TOMMY 1 
IC WL CI 0,13 ~0.15 1, 最高 0.7 
KBE ST, ERO FAI SSAKH 
CARA RB’, AOL OMlar v7 
え 地 方 の 火成岩 中 の 石英 脈 と 認め らち られ, 
Vogesen [ihc Fete 3 a A HE te 
と 主張 せり 。 (Zs. prakt. Geol. 47, 180 
~183, 1939) (ERE BT) 

6225, Olympic $+ Bich 4 RIK 

PoikeChe EE: 

米 國 西北 隅 た 存する と の 件 鳥 は, 北東 
OSA Ia) XY Re KL es, BRS, A 
Da, ARS O PRIS CRBe bh, 
LAL XMM S BI, HR 45° 以下 の 部 
PiLULAREV, PKLARH I, 


線 199 xp 


wt i 


IPFA RO KITE O& FIL & BRT 


CHEK 10% AY OMIELRE Bt BAKE 
BARS IL, —PRILH IRE BoO— Be 
RRL, SS I ED FO mRRR SE 
成せ ど , Crescent PRUKIS TIlE 25,000 t 
KES S Kins (EHR Mn,O, © EGR e feet 
Vo MME L CHC OM FEM HEL, > 
HED IRD RU Fy PR GE 2A, TEX BE 
の 集合 に 移 化 する 場合 あり 。 (Econ. 
Geol. 84, 944~945, 1934) (EB By) 
6226, 7 DiS Vil BACZBO 24 2B AHR ER 
Andreus, T. G. . 
Calhoun Co. の Angel 鹿 附 近 に 於 け 
る 石 誠 岩 中 の 断層 に 近く , 細 脈 並 に 媒 染 
Kee L CHES SPS HESH OR, WH oh OE RIC 
LC, BOKMAL (FE DSLR, TOKO 
ED IC LO Cw b S, (Econ. Geol, 
84, 945, 1939) (ERR BS) 
6227, SFRA SRW OME OPK 
今井 秀喜 

IT © Hh ls ENS, WBE, PHB II 
統 の 水 成 岩 類 と 領 石 と 上 部 物 部 川 と の 間 
CRB, ZICK CHE ij BBO BAS 
YD AGE ARIL © OKRA TE DIK BIR LOC 
Az BO B% OIC L THK EMER COE RZ 
ik, HE GEE te STAI HI DO WPL AK 
SV, TE AKO WEIL EEE EH — Bet 
BED Az R— fh © TiC © AL RIC LC RR 
DUES GD SEIT (PRUE (EV EID , HAZ ERLE 
FA, Ws fh (ee FA) (IER A ERAS 
ELCKHE)  THLECE MALO 
tebA keto (地質 , 47, 22~37, 昭 
15) Cini) 


| 6228, aR SA LL RW OBKREB 
L ROARK Se FBERIC TED TA (45 DE OR | 


SR & KES AK Mask 

SLL PE ee D vey Fa (LR PR PS A Se DL 
て 境 す る 瀧澤 層 チ ャ ヤー ト , WH, RUZ 
HAS 3 BARE BASIC LC, BBE FE Ik 
AMR % 72 LGR OREAIK DL SLO, 
RERUE S% OAM & te L , WAR Id hE Be 


ANNI DIKE tL, PEAR IC ERIK, B 


Wh, Rad US fA HR BWR ODL OLED Y ~ 
前 三 者 は 基 の 生成 が , 蛇 絞 右 に 先立つ も 


| の な り 。 後 三種 は 乏 た 反し , 蛇 絞 石 より 
| PRICK OE © ORCAS TT ILI & B BEB 


BD av, fl RAIL Bu He Me 1b Pe & 
うけ た る 跡 あ ちり 。 HLO Cin OP Ed A 
RISA TE SS ABRSLIRD % OB 
A= fi & (LIL Az REM AE BIC LL, ee 
BILD MWD OL, TORO Mok HK 
KCmEBItic Leto L oO -Wogec(e 
HeRENDSELLORY LIRAEY, 
(1%, 52, 50~59, 1 15) CARI 
6229, BIS ks AW OBKROLO 
限 近 の 地質 に 就 い て Eee 

MIWA Oth THR & 1.14 Az i © HEAR 
PRBS eo, BIRR Se BS JE PE ALD DEA, 
2. FO Bh, 3. MERE, 4. 見 立 
Beso rei, 5 火山 活動 , 6. BE, 
7. TRE BIAO REA, 8. MME ER XSL, 
9. BEANE HD, 10. Bip AS iat HH 7% HSE HITE 
HOR. WHEL, 7 の 後 の 火 成 作 用 た に ょ 
り 斑 床 が 生成 を られ た り リ と す 。 ML CH 
Hic AS 1k Dh Fa 2X BA SAME & Fe kT SB PEG BG 
ARICL TC, HR SHBIL AIA, Hi 
Yt) IG vy AIRRS PRN 
Bete SOARS WIR & RL CHATS, fT 
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a ee ee 
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30 FIC HR SOO PE IH aE ME TD 
生成 の 順序 は skarn mineral—ore mine- 
ral—gangue mineral で え カ ルン 確 物 中 
で Al, Fe, Mg 2A EMER AK Ht 
(, Fe cits Mitt B LI MIE ( , AIK 
iy 5a emia fy later stage DZ ORV, 
BE AIS RL RGM Bis b O CBE 
(BAS) OF Bw IC Fei WA 
SEK AS, AMAL VRS, ~KB1L 
は 見 られ ざる る GIGLI > PRL AE 
中 に 多く 雨 者 密接 な 闘 係 に 有る を 思 は し 
tro (地質 47, 1~21, 15) Cone) 
6230, FRIAS i Ba ZBWOMs 
far 山口 定 

A BOR WE Pe SEIN ABR id KE 
洞 に あぁ り 。 WHLREYSRURLESE 
BOTBHICTH REGRARUCHE 
Y BE SBMA RRUIEHNAROL 
YZ ARES 2 oy (EL BERETS & UGE fig HN 
TVAAPORMEH VY, BRICKS 
YCH=A I 7 n-SBEK IL DLR HE RRO 
LPC HS CP (EBA XY MEHR S%O 
KLCR= 77 RK GER, BF Fv 
SOR &=E SEGRE LCRA HICIRIAL, 
= 7 7 vibe (CBE BG PR IS EE BR Lv 
7 = > ROSS Ae XS BA Ae 
MRVAS SAK PESSARTRAR te 0 (BBE! 
BA WES, 18, ユー12, 1939) (Fr Ay) 
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6231, BA REOR DRAB Ba- 
Dock Games 

MgO, CaO, Na,O を 竹 々 の 割合 に 含 
有する glass の 表面 張力 を dipping cy- 


linder 法 た に た ょ うり 測定 さり 。 測定 は 1100° 
C~1400°C fiJICIS CHT OU % DO FBEIE log 
p=1.65~3.30 Ofi}te 0, ERIE max. 
bubble-pressure 法 た より 以前 に 行 は れ 
た る も の と 一 致 そ り 。 KMENO MEK 
敷 は 大 約 一 0.02 dyne per cm per °C 
wey, (Jour, Am Ceram. Soc, 23; 
12~17, 1940) [竹内 】 

6232, MARLPORLOE S Trostel, 
Ibe, dep Wee 1s, il 

KK PK BAD SS \ HH (free 
silica) © fij lite S 72 GEE L LCE PEM 
PeinBic k SEROTEC EVIE 
BS SiO。 を 分 解す る 方 法 を 提唱 し 
UMORLICME +0 TRO AHRER 
定 せ る 結果 を 報告 そり 。 
Ceram. Soc., 28, 18~22, 1940) (77 AJ 
6238, Illinois =M+LORA Harman, 
Cee. 

四 種 の Illinois 産 陶土 の 凌 成 そる も の 
BRETT SLOTTED ZB FLAS, BB 
PER OPUIGIR EE & Bet 0 BUIR PES 
ORR VAN 2 ALLY b 
HS, BY KUED LA Li dS LEB 
Ie REISE Et Y, (Jour. Am. Ceram 
Soc,. 28, 26~29, 1940) (4 Py) 
6234, TE40 RM Sullivau, J. D., 
Graham, R. P. 

TYME EI RG, BO Ut RRR 
L,AYbFA ERE WAVY ERHL 
LT % EO HAR PE % BRL, BEI ORY “ee 
FORMICHS T, EY 
SBME OPES eV, OH. Li, 
Na, KNH,, Ba, Ca, Sd, Al, Fe cet 


(Jour. Am. 
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SEAR ETO Se HEU 
Na-fi 1.2 % OR PEO WE RL Na 
PBKELTC, AURAKHTCLH OF 
が 含水 硬 大 な り 。 
Soc., 28, 39~51, 1940) [竹内 
6235, 高 杖 土質 土石 類 の X 線 抑 研究 
(III) Al,O,-SiO, 及 8Ai,O,-2Si0, 
SRICRET FKUKE— 

筆者 は y-Al,O, 及び SiO, ¥rA XY 
Al,O3-SiO, KU 3 Al。0。・2SiO。 を 合成 
LE DRESLOO XY VERE 
し , 談 の 結果 を 得 た り 。AL,O。・SiO。 を 各 
成分 より 合成 せん と 試み し る , 得 られ し 
も の は 3 Al,O5-2 SiO。 十 SiO。 な 0, B 
ち Al,O,-SiO, IZATMKABKARL 
Hee tL OOML, ZICKL 3Al,O,: 
2510, OAMILABICL T, MA RH 
IOC UA RU HN te SD FE SAA IE ICT 
la fi th © YS SEM te V-. 3 Al。0。・2 SiO, 
CUE SRO HF RP ICIk, 2A BD 
の 廻 折線 を 示す も の と ムラ イト と コラ ン 
ダム の 混在 せる も の と が 認め ら る 。 (# 
業 協 食 誌 , 48, 附 47~49, 昭 15) (ARE 
6236, WAWMORMICHMS 6 AAO 
PASSE (1) 秋山 桂 一 

AR i Ai lsc BALL C39, ke BARE 1 BAL 
て 25, 磁 土 類 に 闘 し て 36, 貴石 類 に 闘 し 
て 33, RALAAARM (FS 4 TAR-T, 
目玉 石 及び 好 地 石 ) に 義 し て 25, Fav 
Ne N26 ホリ に 半 G 
14, 77 A, BE, MERC RUE Y vy AIK 
BIL C 25 個 の 産地 と 分 析 結 果 並 びに 厨 
KEE ZEV, (RUSE, 48, Mt 
42~46, 1215) (KI 


(Jour. Am. Ceram. 


6237, FRESE RA (HX) il 

BUR (ANH 193 ZAR) CBMs FER 
の 91 KUED O 178 の 産地 , 地 質 , HE, 
PARE RA OIC ESS EER HAE 
PED SEMIS E LC AP RUBE MEO 
He Fe ies WIC pA Le SED ae & te S 
理 岩 等 の 風化 た 依り て 生じ た る る も: の な 
Yo ALPES 大 部 分 は 0.5~0.1mm な り 。 
—HEICES OBe CE EBL DS ATE 
DO MAKRRORRE WMV, (¥ 
US a, 48, 附 31~41, 1 15) (AAI 
6238, FEL MRICKkARRLABSO 
Bees Hi, 

IPS, TT aT RL AIRED SEESO 
WEIS EERVAGSEELLT 
FRE SLOMLT, ERO CHER 
化 加 里 の 滴定 た より 指 涼 薬 と し て メチ ル 
VIFEBOKV, FEB L ELM MICS 
SMVWUPRERT vA VOVR BIC EV TEK 
PPBic CHT Sc LICK YD CURMLE 
られ , 本 分 析 方 法 は 他 の 方 法 に 比 し 極め 
CHHICL CHS 結果 良好 な り 。 ( 工 化 
a8, 43, 50~51, 1940)[ 短 内 】 


石 


6289, 石炭 中 に 含ま る > SABORR 
る 測定 法 

AE 2.500mesh/cm? 位 と し , Hit 
硫黄 が 0.024gr. MIKKEL, BA 
Ougy, lgr. の 忠 化 水銀 , 2gr. OME 
中 欠き 共 だ フラ スズ ョ 人 を 100cc o 
drop funnel, JCM JA & we fie ICH HE 
給 用 の 二 本 の 小 管 を 備 へ た 栓 を 施す 。 IC 
基 了 上 出 用 管 は 3 個 の 洗 浴 毅 た 連絡 す 。 第 


we 


bis 


$b 50(48) a 


AR 1) TR KR 
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— fick, 第 三 第 三 た に は 50 gr. OFFA | 


酸 カ ドミ ッ ウム を 11.000cc O7kICHPL 


た も の に 10cc の 酷 酸 を 加 へ た る も の を 


3 drop funnel ic la fr O7k ML 


100cc DAMME SY bCANMICH | 


Hie 0 COKHOPEA OY (TSE STR 
Mme LMT, 15~205i LC 24H 
OUEWEAILIRI~, Ser. の 亜鉛 と 50 cc 
の 濃 忠 酸 を フス ス ュ に 加水 素人 義生 の 終 
TREO cARICH & BRED FS VA OP 
PACS SE CHT, MB Ki va 
DAR STHRILO AAs HH Cc N/10 
DIRE WL 15 cc & BABAR 10cc & I~ 
PRICES & hi CRE i & ESR L, Zk 
N/10 FA GREY — HL CRU & HBS 
と し て 滴 を 行 ふ 。 此 滴定 液 lcc は 黄 織 
BE (FeS。) の 0.003 gr. に 相 営 す 。 (Iron 
Coal Tr. Rev., sep. 1, 306,11939)T 根 
Hi J 
$2 FH B 
6241, 地質 時 代 の 算出 Keevil, N. B. 
BARU © WES & BN PERE CBE 
づき て 算出 する 従来 より の 等 式 の 或 る る 
の に 於 ける 誤り を 指摘 し , SE IIL TC 
新しき 等 式 を 示せ リ 。 例 へ ば Th 系 元素 
の み 存 在 す る 場合 , 若 く は radiogenic Pb 
同位 元素 の 量 が 婚 知 な る 場合 に た は, RO 
AN & MAES OD — Ic CHE AIC BRE Ee 


HHL EE So 


rf 
Ves, 


tor 


7 Pb208 
t=4.62x 10 © logyo( 1+1.116 TE ) 
t= 4.62 x 101° log,, 
— He 
| (141.726 x 10, ) 


と ゝ に t は 百 萬 斉 位 の 年 ) 叉 P28 (zx 7c 
| CRANKS 208 同位 元素 の 重 さ , Th 
| Wile c or five So Lb BS He aecce, 
だ で 示さ た る 7 He ae vi, 

更に 放射 性 元素 の 絶 て が 存在 する 場合 
に 適用 さる ゝ は 等 式 を 示し , 大 路 の 近似 俺 
を 求む る に は 次 式 を 可 と せ Y リ り 。 

(1x 2Kt,) 42-1 


bom K 


=t,—1/2Kt,?~t, 
2.96He 
Ra+8.54 x 10-8Th 


3.065 x 1015He 
a 


t, = 


7.23 x 109Pbr 
~ UI+0.322 Th 


CAR KaHARE YD RYHES\ Th/UI 
em ee SMB 64,B LC OBSs? 
£2510 soc MEY, MR aie 
a =3.65 x 108 UI+-8.86 x 107 Th 


atoms per hour 
= 1.037 x 1015 Ra4-8.86 x 107 Th 
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PbR は Pb EHICTRINHKSARE, 


Phe &7% i Hic Ws 4 HIE L DF ow, 
Pbr=Pb-Pbcic THES (Am. Jour. 
Sci. 287, 195~214, 1939)[ 大 森 】 
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場 東京 帝國 大 學 地 質 看 教室 
A Aan 15 年 4 月 20 A (土曜 ) 
以上 
備 。 考 
BL GGA ACR D Pela NIC BET Ic Bee > 
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428A 2381 >) CART, ARMAS LOM RRICH Cc, 本 次 と 日 
AMBSS, AAMBSS, SNAG OMG SMH hii @cAOAE 
に て 開催 す 


第 1 日 (8 月 23 日 ) 大 蓮 集合 ・ 族 順 見 朱 

第 2 日 (8 月 23 日 ) ARMICHC, SAS (BIE) - AVBLE 

第 3 日 (8 月 25 日 ) 大 蓮見 如 の 後 汽車 に て 北上 

第 4 日 (8 月 26 日 ) SB SPT, AH, Waly, Hee THEN 
BBO LAK : 

第 5 日 (8 月 27 日 ) BKABORM HC CHRICMS 

第 6 日 (8 月 28 日 ) Bcc CMe (RA) 


食後 7~10 Ali, 8 班 に 分 れ て 見 硝 族 行 を 行 な ふ 
| Ai 考 
講演 申込 , 参加 手 編 , 見 壁 族 行 場所 及び 日 程 等 は 追 て 詳 絆 す 


照 和 15 年 3 月 
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a A Bi to RR 
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本 @ @ A 
SBE iit A hh it 
SPSS Rite ee VED BREE 高橋 純一 坪井 誠太郎 
鈴木 ae FER AI 
Es = ft VES 新 六 BH = tt 高根 BRA 
=e 八木 RE 
本 @ B BG) 
伊木 常 誠 石原 富松 ER pk 小川 RRB 大 井上 義 近 
大 村 — me Reilly #278 Sia fags 加藤 RK 木下 sk 
木村 ARS HIN EFA FAA. ER tA HEE Wier ig 
AeA = rt FEA 中 村 新 太郎 BP FBZ LP 原田 MBZE 
ie Fa 連 藤村 幸一 Mi 忠男 保科 正昭 本 間 不 二男 
松本 唯一 松山 Fee 松原 Ea JF LS BY Wo #= 
山田 光雄 山根 新区 
本 誌 抄録 本 描 任 者 ( ミ よ ) 
大 森 夏 一 加藤 4 河野 See OB 7K RE = Fu 瀬戸 Bd Be 
高橋 純一 竹内 we 高根 RRA 中 野 fee 根 橋 雄太 郎 
待 場 BB 八木 RY WK 健三 VEE BARB VE BA 
Nfl R= Ae ED A @ FA Pi 
tas ae (Nba EA AP 
IBA ae 四 月 一 Bae TT FARE MO RE 
BARE 
ae oe nS 内 高 ia i& Al 
fa tts FRITS = eh rae 8825 #) 
4M 2 THR A aie BK ERB 本 B 
HAG ARRAS iS Ue SS Gap Abe (前 納 ) 
ae i 年 分 ae IB] 
右 代表 者 i By 3g [it (ee A RON 
B 折 所 
Ml = Th bY a aes 
Aili 2k THs BQ MY “a Sb FORTIN EST = eee 
Sie Sa ae By 京 oe 
GEER 2708 
ARE Be 1 RB 7088 
ec ee ae 本 ヶ年 分 強 約 4 
4 Re Th BLS AA ーー ヶ年 分 8 Bl 
4e Sa ED iil = Br AS ie BEG BF SETH 1 20 Fl 
1 3h 2636-113 番 PED BARE 4 ey 
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